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教科 
設問 
番号 

設問の概要 出題の趣旨 
誤答 
類型 

 学力向上に向けて 
関連するスタディ・ 

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元 
（光村図書） 

関連する教科書単元 
（東京書籍） 

国語Ａ １一 

スピーチの途中で
聞き手の反応を見

て、とった対応とし
て適切なものを選
択する 

相手の反応を踏ま
えて話す 

１ 
場面①での聞き手の表情と場面②での話し手の
話した内容に注目する必要がある。スピーチを
する際には、あらかじめ用意した内容を基に、聞

き手の反応に注意しながら、臨機応変に内容を
追加したり変更したりして話すことが大切であ
る。そのためには、発表原稿を読み上げるので

はなく、メモに基づいて話したり、資料を示しなが
ら話したりすることで、聞き手の反応を意識しな
がら話すことができるようにすることが重要であ

る。 

平成26年度11月中
３大問３ 
平成 26 年度２月中

１大問１ 
平成26年度10月中
３大問２ 

  

１年 友達をみんなに紹介
しよう 
１年 練習 スピーチ名人

になろう 
１年 話題をとらえて話し
合おう 

１年 言葉を探検する 

１年 分かりやすく紹介し
よう 

２ 

３ 

国語Ａ １二 
「成否」という言葉
を、聞いて分かりや
すい表現に直す 

聞き手を意識し、分
かりやすい語句を
選択して話す 

２ 

分かりやすい語句を使っているが、前後と適切
につながる書き方をしていない生徒には、文全

体としてのまとまりに気を付けて文を書く習慣付
けが大切と言える。 

  

１年 友達をみんなに紹介
しよう 

１年 練習 スピーチ名人
になろう 

１年 分かりやすく紹介し

よう 

３ 

前後と適切につながる文を書いているが、分か
りやすい語句を使って書いていない生徒には、
「成否」の言葉の意味を正しく理解すること、聞い

て分かりやすい表現に直すことができるようにな
ることが重要である。聞き手の反応を踏まえて、
語句の選択や言葉遣いなどに適宜変更を加え

ながら話すように指導することも大切である。 

国語Ａ ２一 

意見文に対して出
された指摘の理由

として適切なものを
選択する 

意見を支える根拠
の明確さについて
助言する 

１ 
―線部は、「なぜなら、……だからだ。」という文
型から、根拠を述べようとしている部分であるこ

とが分かる。しかし、直前に述べられている内容
が、「大事」という言葉を「大切」と変えて繰り返さ
れているだけである。本来必要なのは「なぜ大

事なのか」の説明であるが、ここではそれが述べ
られていないため、意見を支える根拠として成り
立っておらず、不適切であると言える。意見文を

読み合う場合には、伝えたい考えとその根拠と
の整合性を検討する学習活動が考えられる。 平成 26 年度２月中

２大問３ 
 

  
１年 少年の日の思い出 

１年 言葉を探検する 

１年 根拠を明確にして書

こう 
２ 

４ 

国語Ａ ２二 
意見文を直した意
図として適切なも

のを選択する 

書いた文章を読み

返し、語句の選び方
や使い方を工夫して
書く 

― 

Ⓐの部分は、「本の基本的な情報」について、
「書名」以外にも「著者名」と「出版年」を例として
加え、より具体的に説明しようとしている。Ⓑの

部分は、「すべきだ」という断定の形から「してみ
てはどうだろうか」と読み手に働きかける形に変
えることで、読み手の共感を求め、行動を促そう

としている。意見を述べる文章などを推敲する際
には、書いた文章を、自分の考えの中心や主張
が読み手にどのように伝わるかという観点で読

み返し、表記や語句の用法、叙述の仕方などを
確かめることが重要である。 

  

１年 調べたことを報告し

よう 
１年 感じたことを文章に
しよう 

１年 小さな発見を詩にし

よう 
１年 鑑賞して良さを表現
よう 
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教科 
設問 
番号 

設問の概要 出題の趣旨 
誤答 
類型 

 学力向上に向けて 
関連するスタディ・ 

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元 
（光村図書） 

関連する教科書単元 
（東京書籍） 

国語Ａ ３一 

用いられている表
現の工夫として適
切なものを選択す

る 

表現の技法につい
て理解する 

２ 
引用されている部分には「ぐるっと」、「どんどん」
という擬態語が用いられていることに気付く必要
がある。比喩や反復などの表現の技法を理解す

る際には、小学校での学習を踏まえた上で、文
章中の具体的な表現に即して、表現の技法の名
称を確認するとともにその効果について考えるこ

とが大切である。 

平成26年度10月中
２大問３ 
平成26年度10月中

３大問１ 
平成26年度11月中
２大問３ 

平成26年度11月中
３大問２ 

  
１年 言葉 3 さまざまな表
現技法 

１年 小さな発見を詩にし
よう 

３ 

４ 

国語Ａ ３二 

一人も返事をした

ものがなかった理
由として適切なも
のを選択する 

登場人物の心情や
行動に注意して読

み、内容を理解する 

１ 
―線部直後に「「お互いに『お早う。』なんて言っ
たことがなかった」という記述があり、友達同士

で「お早う。」という挨拶をしていないことが分か
る。また、一郎と嘉助が、突然三郎に勢いよく挨
拶されたことに臆して口ごもってしまったとあるこ

とから、みんなが気おくれしてしまったことが分
かる。文学的な文章を読む際には、登場人物の
心情や行動に注意して読み進めることが大切で

ある。 

  

１年 にじの見える橋 
１年 星の花が降るころに 
１年 大人になれなかった

弟たちに…… 
１年 少年の日の思い出 

１年 遠い山脈 
１年 さんちき 

１年 少年の日の思い出 
２ 

３ 

国語Ａ ３三 

嘉助の言動から読

み取れる様子とし
て適切なものを選
択する 

登場人物の言動の
意味を考え、内容を

理解する 

１ 
嘉助の発言は、三郎が歩きだしたときに「風がざ

あっと吹いて来」たことについてのものである。
嘉助の「やっぱり」、「きっと」という言葉から、自
分たちの考えていたことが間違いないと確信し

ていることが分かる。さらに、「突然高く言いまし
た」という記述から嘉助が興奮している様子が分
かる。登場人物の言動を表す描写に着目し、他

の叙述や場面の展開を根拠としながら、言動に
込められた心情に対する考えを述べ合う学習が
重要である。 

  

２年 アイスプラネット 

２年 枕草子 
２年 やさしい日本語 
２年 新しい短歌のために 

２年 短歌十二首 
２年 盆土産 
２年 字のない葉書 

２年 君は「最後の晩餐」
を知っているか 
２年 扇の的――「平家物

語」から 
２年 仁和寺にある法師―
―「徒然草」から 

２年 モアイは語る－地球
の未来 
２年 走れメロス 

２年 字のない葉書 
２年 卒業ホームラン 
２年 食の世界遺産――

鰹節 
２年 走れメロス 

３ 

４ 

国語Ａ ４一 

棒グラフの   部

の変化の内容を適
切に書く 

伝えたい事実を明
確に書く 

２ 

問題文のグラフから正しく情報を読み取ることは
できているが、指示された書き方ができていない
生徒には、目的や必要に応じて適切な言葉を選

択して記述するような指導が大切である。 

平成26年度10月中

１大問２ 
平成26年度11月中
１大問２ 

平成 26 年度７月中
２大問２ 

  

１年 声を届ける／書き留
める／本と出会う／調べ
る 

１年 シカの「落ち穂拾い」
──フィールドノートの記
録から 

１年 練習 故事成語を使
って体験文を書こう 
１年 流氷とわたしたちの

暮らし 
１年 調べたことを報告し
よう 

１年 少年の日の思い出 
１年 感じたことを文章に
しよう 

１年 言葉を探検する 

１年 根拠を明確にして書
こう 

３ 

指示された書き方はできているが、グラフから正
しく情報を読み取ることができていない生徒に
は、取り出す情報は何か、その情報はどのよう

な傾向にあるかなどの力を身に付けることが大
切である。目的や必要に応じて、同じ図表から
異なる情報が読み取れることを具体的に理解す

ることが大切である。 
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教科 
設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

誤答 

類型 
 学力向上に向けて 

関連するスタディ・ 

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元 

（光村図書） 

関連する教科書単元 

（東京書籍） 

国語Ａ ５一 

「なぜ、排水管はＳ
字形になっている

のか。」という問い
に対する答えとして
適切なものを選択

する 

文章から適切な情
報を得て、考えをま

とめる 

１ 
本文の「管内に水が残った状態になります」、
「臭気の流入や虫の侵入を、Ｓ字部分にたまっ
た水が防いでいる」という記述に着目する必要

がある。社会生活の中では、知りたいことがあっ
たときに、その答えとなる情報を求めて説明的な
文章を読むことが多い。その際には、接続詞や

指示語に注意して、論理の展開を的確に捉える
必要がある。 

平成 26 年度７月中

２大問２ 
平成26年度10月中
１大問３ 

  

２年 メディアと上手に付き
合うために 

２年 気になる「あの人」を
探ろう 
２年 旅する絵描き──パ

リからの手紙 
２年 五重の塔はなぜ倒
れないか 

２年 読書案内 

２年 小さな労働者 

２年 神奈川沖浪裏 
２年 情報検索で開ける世
界 

２ 

４ 

国語Ａ ６一 

「あす」と「あした」と
いう言葉の意味の
変化を整理した表

に当てはまる言葉
として適切なものを
選択する 

目的に応じて要旨を

捉える 
― 

説明的な文章には、論の展開の中心となる部分
と、それを支える例示や引用などの付加的な部

分とが組み合わされて構成されているものがあ
る。こうした文章の特徴を踏まえて内容を理解す
るためには、文章の中心となる内容を大まかに

捉えるとともに、それを支える情報については、
詳細に読んで正確に理解する必要がある。 

平成26年度11月中
２大問１ 

  

１年 ダイコンは大きな

根？ 
１年 ちょっと立ち止まって 
１年 シカの「落ち穂拾い」

──フィールドノートの記
録から 
１年 流氷とわたしたちの

暮らし 

１年 オオカミを見る目 
１年 脳の働きを目で見て
みよう 

国語Ａ ６二 

文章について説明

したものとして適切
なものを選択する 

表現の特徴を捉え
る 

１ 
本文において、『万葉集』の歌や「浜辺の歌」の

歌詞を例に挙げて説明していることに着目する
必要がある。説明的な文章を読む際には、説明
されている内容を正確に理解するだけでなく、説

明の仕方など表現の特徴を捉えることも求めら
れる。そのためには、主張に基づく具体例や根
拠の示し方などの表現の工夫に着目し、それら

が読み手に与える効果などを考えることが大切
である。 

  

１年 野原はうたう 
１年 ちょっと立ち止まって 

１年 星の花が降るころに 
１年 大人になれなかった
弟たちに…… 

１年 シカの「落ち穂拾い」
──フィールドノートの記
録から 

１年 蓬萊の玉の枝──
「竹取物語」から 
１年 少年の日の思い出 

１年 オオカミを見る目 

１年 少年の日の思い出 
１年 トロッコ 

３ 

４ 

国語Ａ ７一 

二つの回答案の構

成の違いを説明し
たものとして適切な
ものを選択する 

伝えたい事柄が明
確になるように文章

の構成を考える 

１ 
問題文に書かれてある内容が「感想」「事実」「検
討の経緯」「結論」のどれに当たるかを理解する

ことが大切である。言葉の意味を理解し、判断で
きるようになることが必要である。 

平成 26 年度７月中

１大問３ 
平成26年度10月中
３大問３ 

１年 書くこと「目的・相
手に応じてわかりやすく

説明しよう」 

２年 枕草子 
２年 説明のしかたを工夫

しよう 
２年 新しい短歌のために 
２年 気持ちを込めて書こ

う 
２年 練習 人物の特徴を
とらえて論じよう 

２年 立場と根拠を明確に
して書こう 
２年 走れメロス 

２年 表現のしかたを工夫
して書こう 
２年 身近な人の「物語」を

探る 

２年 調べて考えたことを

伝えよう 
２年 反対意見を想定して
書こう 

２ 

４ 
書かれている内容が「検討の経緯」「結論」であ
ることは理解できているため、二つの文を慎重に
見比べて解答することが求められる。 
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教科 
設問 
番号 

設問の概要 出題の趣旨 
誤答 
類型 

 学力向上に向けて 
関連するスタディ・ 

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元 
（光村図書） 

関連する教科書単元 
（東京書籍） 

国語Ａ ７二 

要望を適切に捉

え、回答案の冒頭
に一文を加える 

伝えたい事柄が相

手に効果的に伝わ
るように書く 

２ 

【要望】については正しく書けているが、適切に

つながる書き方をしていない生徒には、文全体
としてのまとまりに気を付けて文を書く習慣付け
が大切と言える。 

平成 26 年度７月中
１大問３ 
平成26年度10月中

３大問３ 

１年 書くこと「目的・相

手に応じてわかりやすく
説明しよう」 

２年 枕草子 
２年 説明のしかたを工夫
しよう 

２年 練習 発表資料を工
夫しよう 
２年 新しい短歌のために 

２年 言葉を選ぼう 
２年 気持ちを込めて書こ
う 

２年 モアイは語る――地
球の未来 
２年 走れメロス 

２年 表現のしかたを工夫
して書こう 
２年 身近な人の「物語」を

探る 

２年 短歌のリズムで表現

しよう 
２年 反対意見を想定して
書こう 

２年 いきいきと描き出そ
う 

３ 

適切につながるように書けているが、【要望】を

正しく書けていない生徒には、問題にある情報
から必要な情報を過不足なく取り上げて書くこと
が求められる。 

国語Ａ ８一 

インタビューをする

際の質問の意図と
して適切なものを
選択する 

必要に応じて質問し
ながら聞き取る 

１ 問題文において、山本さんは、季節を感じられる
ことがすしの魅力だと答えている。林さんはこの

答えを受け、すしのどのような点で季節を感じら
れるのかということを知るために更に具体的な
話を聞くために質問をしていることに注目するこ

とが大切である。 

平成 26 年度７月中
２大問１ 

  

１年 練習 情報を正確に
聞き取ろう 
１年 友達をみんなに紹介

しよう 
１年 言葉を探検する 

１年 聞き取って整理しよ
う 

２ 

３ 

国語Ａ ８二 
意図に合った質問
として適切なものを

選択する 

必要に応じて質問し
ながら聞き取る 

２ 

事前に準備した質問を選んでいる生徒には、問

題文に指示されている「―線部と同じ意図で質
問をしました」に着目して考えさせることが大切
である。 

  

１年 練習 情報を正確に
聞き取ろう 
１年 友達をみんなに紹介

しよう 
１年 言葉を探検する 

１年 聞き取って整理しよ
う 

３ 
質問の直前の、酢飯を作る際に水や酢の量の

調節に気を配っていることを述べていることに着
目し、そのことについてさらに具体的な話を聞く
ための質問を選ぶ必要がある。 ４ 
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教科 
設問 
番号 

設問の概要 出題の趣旨 
誤答 
類型 

 学力向上に向けて 
関連するスタディ・ 

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元 
（光村図書） 

関連する教科書単元 
（東京書籍） 

国語Ａ ９一１ 
漢字を書く（ビョウ
ソク五メートルの風

が吹く） 

文脈に即して漢字を
正しく書く 

２ 

新出漢字を一画一画丁寧に書いて覚えたり、既
習の漢字を意図的に復習したりすることができ
るように計画的に指導することが大切である。漢

字を習得し語彙を広げるためには、国語辞典や
漢字辞典を日常的に利用して調べる習慣を付け
ることが重要である。そのためには、辞書の利

用について学習する小学校第３学年から意図
的・計画的に指導する必要がある。 

  

 

２年 漢字の練習 
   小学校六年生で学習
した漢字 

２年 小学校六年生で学
習した漢字一覧 

２年 形の似た漢字 
２年 漢字の意味 
２年 同訓異字 

２年 同音異義語 
２年 新しい常用漢字 

３ 

国語Ａ ９一２ 
漢字を書く（地図の
シュクシャクを調べ
る） 

文脈に即して漢字を

正しく書く 

２ 
２年 漢字の練習 

   小学校六年生で学習
した漢字 
２年 小学校六年生で学

習した漢字一覧 

２年 形の似た漢字 

２年 漢字の意味 
２年 同訓異字 
２年 同音異義語 

２年 新しい常用漢字 
３ 

国語Ａ ９一３ 
漢字を書く（アマっ

たお金を貯金する） 

文脈に即して漢字を

正しく書く 
― 

２年 漢字の練習 

   小学校六年生で学習
した漢字 
２年 小学校六年生で学

習した漢字一覧 

２年 形の似た漢字 

２年 漢字の意味 
２年 同訓異字 
２年 同音異義語 

２年 新しい常用漢字 

国語Ａ ９二１ 
漢字を読む（詳細
に述べる） 

文脈に即して漢字を
正しく読む 

２ 

３年 伝統的な言語文
化と国語の特質に関す

る事項「文脈に即して漢
字を正しく読もう」 

２年 漢字 1 熟語の構成 

２年 漢字 2 同じ訓・同じ
音をもつ漢字 
２年 漢字 3 送り仮名 

２年 漢字の練習 
   常用漢字表に追加さ
れた漢字 

２年 形の似た漢字 
２年 漢字の意味 
２年 同訓異字 

２年 同音異義語 
２年 新しい常用漢字 ３ 

国語Ａ ９二２ 
漢字を読む（シャツ

の袖をまくる） 

文脈に即して漢字を

正しく読む 
― 

２年 漢字 1 熟語の構成 
２年 漢字 2 同じ訓・同じ

音をもつ漢字 
２年 漢字 3 送り仮名 
２年 漢字の練習 

   常用漢字表に追加さ
れた漢字 

２年 形の似た漢字 

２年 漢字の意味 
２年 同訓異字 
２年 同音異義語 

２年 新しい常用漢字 

国語Ａ ９二３ 
漢字を読む（学校
のことが新聞に載

る） 

文脈に即して漢字を
正しく読む 

― 

２年 漢字 1 熟語の構成 

２年 漢字 2 同じ訓・同じ
音をもつ漢字 
２年 漢字 3 送り仮名 

２年 漢字の練習 
   常用漢字表に追加さ
れた漢字 

２年 形の似た漢字 
２年 漢字の意味 
２年 同訓異字 

２年 同音異義語 
２年 新しい常用漢字 
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教科 
設問 
番号 

設問の概要 出題の趣旨 
誤答 
類型 

 学力向上に向けて 
関連するスタディ・ 

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元 
（光村図書） 

関連する教科書単元 
（東京書籍） 

国語Ａ ９三ア 
適切な語句を選択
する（将来は、気象

予報士になりたい） 

語句の意味を理解
し、文脈の中で適切

に使う 

２ 

語句についての理解を深めるためには、語句の

辞書的な意味を基にして、文脈の中での意味を
捉えることが大切である。そのためには、話や文
章の中で実際に使われている語句の意味を考

え、似た意味を表す別の言葉に言い換えてみる
などの学習活動が有効である。また、語感を磨
き語彙を豊かにするためには、例えば、社会の

中で間違って使われやすい言葉や使い分けが
紛らわしい語句を取り上げて、実際の場面に即
して正しく使う学習活動が考えられる。 

  

 １・２年 伝統的な言語
文化と国語の特質に関
する事項「語句の意味

を理解し、文脈の中で
適切に使おう」 

２年 言葉1 類義語・対義
語・多義語 
２年 言葉を選ぼう 

２年 漢字 2 同じ訓・同じ
音をもつ漢字 

２年 類義語・対義語 
２年 多義語 

２年 同音異義語 
３ 

４ 

国語Ａ ９三イ 
適切な語句を選択
する（彼がこの討論
の口火を切った） 

語句の意味を理解
し、文脈の中で適切
に使う 

１ 

  １年 言葉を集めよう １年 語の意味と文脈 ２ 

３ 

国語Ａ ９三ウ 
適切な敬語を選択
する（私が先生の

お宅に参ります） 

語句の意味を理解
し、文脈の中で適切

に使う 

１ 
平成26年度10月中
２大問１ 

２年 言葉 2 敬語 
２年 言葉 3 方言と共通

語 

２年 共通語と方言 
２年 敬語 

２年 話し言葉と書き言葉 

２ 

４ 

国語Ａ ９三エ 

適切な語句を選択

する（彼女は、学級
の縁の下の力持ち
と言える存在だ） 

語句の意味を理解
し、文脈の中で適切

に使う 

２ 

平成 26 年度 2 月中

１大問３ 

１年 言葉を集めよう １年 語の意味と文脈 ３ 

４ 

国語Ａ ９三オ 

適切な語句を選択
する（たなびく雲の
間から、春の光が

もれている） 

語句の意味を理解

し、文脈の中で適切
に使う 

１ 

１年 言葉を集めよう １年 語の意味と文脈 ２ 

４ 

国語Ａ ９三カ 

適切な語句を選択

する（新聞を読む
習慣を身に付ける） 

語句の意味を理解

し、文脈の中で適切
に使う 

１ 

  

２年 言葉1 類義語・対義
語・多義語 

２年 言葉を選ぼう 
２年 漢字 2 同じ訓・同じ
音をもつ漢字 

２年 類義語・対義語 

２年 多義語 
２年 同音異義語 

３ 

４ 

国語Ａ ９四① 
「青い」と「青さ」の
品詞として適切な
ものを選択する 

単語の類別につい

て理解する 

１ 

主語を「器が」から「青さが」に変えることで、器
の色に目が引き付けられたことを伝えようとして

いる。そのために、「青い」という形容詞を「青さ」
という名詞に変えている。用言とその用言から派
生した名詞など、共通した部分をもつが異なる品

詞に分類される単語については、生徒の理解が
曖昧になりやすい。例文を使って比較したり書き
換えたりして、文の中で果たす役割の違いに注

目する学習活動が有効である。 
 

    

１年 言葉 2 指示する語
句と接続する語句 

１年 文法への扉 3 単語
の性質を見つけよう 
１年 ①言葉の単位 

    ②文の組み立て 
    ③単語の分類 

１年 文法とは・言葉の単
位 
１年 文の成分・連文節 

１年 つなぐ言葉・指し示
す言葉 
１年 単語の分類 

１年 名詞 
１年 連体詞・副詞・接続
詞 

２ 

４ 

国語Ａ ９四② 
「青い」と「青さ」の
品詞として適切な

ものを選択する 

単語の類別につい
て理解する 

２ 

    

１年 言葉 2 指示する語

句と接続する語句 
１年 文法への扉 3 単語
の性質を見つけよう 

１年 ①言葉の単位 
    ②文の組み立て 
    ③単語の分類 

１年 文法とは・言葉の単
位 

１年 文の成分・連文節 
１年 つなぐ言葉・指し示
す言葉 

１年 単語の分類 
１年 名詞 
１年 連体詞・副詞・接続

詞 

３ 

４ 
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教科 
設問 
番号 

設問の概要 出題の趣旨 
誤答 
類型 

 学力向上に向けて 
関連するスタディ・ 

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元 
（光村図書） 

関連する教科書単元 
（東京書籍） 

国語Ａ ９五 

運筆の際の説明に

対応する部分とし
て適切なものを選
択する 

毛筆を用いて、楷書
で文字を書く 

１ 「徐々に筆圧を加えていき、一度筆を止めて、穂
先をそろえるように払う」運筆をするのは、「右払
い」である。字形を整え、文字の大きさ、配列な

どについて理解して、楷書で書くことが大切であ
る。 

        ２ 

３ 

国語Ａ ９六 

手紙の後付けの直
し方とその理由とし

て適切なものを選
択する 

手紙の書き方を理

解して書く 

１ 
手紙の後付けでは、相手に敬意を示すため、高
い位置に相手の名前を書くのが通例の形式であ

ることを理解しておくことが大切である。手紙の
基本的な形式に基づいて文字の大きさや配列に
注意するなど、丁寧に読みやすく書くように指導

することは、社会生活に役立つ書写の能力を育
むために重要である。 

平成 26 年度７月中

３大問４ 

１・２年 伝統的な言語
文化と国語の特質に関
する事項「手紙の書き

方を身に付けよう」 
２年 書くこと「お礼状を
書こう」 

２年 気持ちを込めて書こ

う！ 手紙を書く 

２年 依頼状やお礼状を

書こう 
３ 

４ 

国語Ａ ９七１ 

漫画の言葉に対応
する部分として適

切なものを古典の
文章の中から選択
する 

漫画の内容を参考
にして、登場人物の
思いやものの見方

を想像する 

１ 【漫画の一部】の「不吉なことというではないか」
という部分は、【古典の文章の一部】の「物おぼ
す気色はあるぞ」という部分と対応している。古

典の学習の際には、古典を取り上げた漫画や絵
本などを読んで、興味をもった箇所について原
文を読んだり、古典を解説した文章を読んだりす

る学習活動が考えられる。 

    

２年 扇の的──「平家物
語」から 
２年 仁和寺にある法師─

─「徒然草」から 
２年 漢詩の風景 
２年 練習 人物の特徴を

とらえて論じよう 

２年 枕草子 
２年 徒然草 
２年 平家物語 

２年 漢詩 

２ 

４ 

国語Ａ ９七２ 
古典の作品名を漢
字で書く 

代表的な古典の作
品に関心をもつ 

― 

古典の学習の際には、小学校での学習を踏まえ
た上で、生徒が身に付けている知識を生かせる
場面を設定し、古典への興味・関心を深めること

が大切である。 

    

１年 七夕に思う──語り
継がれ、読み継がれてき
たもの 

１年 今に生きる言葉 

１年 さまざまな古典作品

を知ろう 
１年 伊曽保物語 
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教科 
設問 
番号 

設問の概要 出題の趣旨 
誤答 
類型 

 学力向上に向けて 
関連するスタディ・ 

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元 
（光村図書） 

関連する教科書単元 
（東京書籍） 

国語Ｂ １一 

ノートのその他の
情報を役立てられ
る場合として適切

なものを選択する 

状況に応じて、資料
を活用して話す 

― 

【ノート】にある「その他の情報」の欄には、相手
や状況に応じて使用することができるように、発
表する内容についてのより詳しい情報が書かれ

ていることを読み取る必要がある。それらは、予
想される聞き手からの質問に答えるための情
報、時間に余裕があるとき付け足して詳しく説明

したい場合に利用できる情報であることが分か
る。スピーチを行う場合には、実物を示すなど、
聞き手の理解を促すための資料を準備して活用

することが重要であり、聞き手からの質問に回
答する場面や、聞き手の反応や時間的な余裕に
応じて話を追加する場面などで、補助的な資料

を活用するように指導することが大切である。 

平成26年度11月中
１大問１ 
平成26年度10月中

２大問１ 
平成26年度11月中
３大問１ 

２年 話すこと・聞くこと 
「資料の提示の仕方を
工夫し、その理由を具

体的に書こう」 
  
  

２年 印象に残る説明をし
よう 

２年 説得力のある提案を
しよう 

国語Ｂ １二 

フリップを作成する
際に取り入れたポ
イントとして適切な

ものを選択する 

効果的な資料を作
成し、活用して話す 

― 

フリップを作成する際の【ポイント】で挙げた四点
は、いずれも大切なものである。その中で、森田

さんが取り入れている、ハトやオカリナをイラスト
にして視覚的に分かりやすくすること、【フリップ】
の「オカリナの特徴」や「簡単な曲ならすぐ吹け

る!!」のように、話の要点を整理したり短い言葉で
示したりすることを読み取る必要がある。資料の
効果について考えるためには、一度作成した資

料やその使い方について、リハーサルなどを通
して相互に助言する中で修正を加えていくことが
重要である。 

２年 印象に残る説明をし
よう 

２年 説得力のある提案を
しよう 

国語Ｂ １三 

演奏するタイミング

を選択し、その理
由をノートの内容と
結び付けて書く 

資料の提示の仕方
を工夫し、その理由

を具体的に書く 

２ 

一つのタイミングを選び、【ノート】の内容と結び

付けて理由を具体的に書けているが、指示され
た文字数を満たしてない生徒には、普段から一
定量の文字数の文章を書かせるような指導が大

切である。 

１年 声を届ける／書き留
める／本と出会う／調べ

る 
１年 シカの「落ち穂拾い」
──フィールドノートの記

録から 
１年 練習 故事成語を使
って体験文を書こう 

１年 流氷とわたしたちの
暮らし 
１年 調べたことを報告し

よう 
１年 少年の日の思い出 
１年 感じたことを文章に

しよう 
１年 言葉を探検する 
２年 印象に残る説明をし

よう 

１年 根拠を明確にして書

こう 
２年 説得力のある提案を
しよう 

３ 

一つのタイミングを選び、指示された文字数で解
答することができているが、【ノート】の内容と結
び付けて理由を具体的に書けていない生徒に

は、問題の条件文で求められている内容を正し
く理解し、自分の選んだタイミングの【ノート】の
部分と結びつけて記述することが求められる。 
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教科 
設問 
番号 

設問の概要 出題の趣旨 
誤答 
類型 

 学力向上に向けて 
関連するスタディ・ 

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元 
（光村図書） 

関連する教科書単元 
（東京書籍） 

国語Ｂ ２一 

ウェブページの文
章の内容について

述べた文の空欄に
当てはまる言葉と
して適切なものを

選択する 

目的に応じて文章を
要約する 

１ 

設問文にある「世界に約束できる[ ア ]」と「日
本人があらためて気づいた[ イ ]」について、本
文のどこにあり、どのように記述されているかを

確認する必要がある。説明的な文章の要旨を捉
える際には、文章の構成を踏まえて、内容を理
解することが大切である。段落相互の関係を検

討して文章の構成を確認すること、キーワードを
抜き出すこと、キーワード同士の関係を整理して
文章の内容や筆者の意見を読み取ることなどを

通して、文章を要約したり要旨を捉えたりする力
を育成することが重要である。 

平成26年度10月中

１大問２ 

  

１年 ダイコンは大きな
根？ 
１年 ちょっと立ち止まって 

１年 シカの「落ち穂拾い」
──フィールドノートの記
録から 

１年 流氷とわたしたちの
暮らし 

１年 オオカミを見る目 
１年 脳の働きを目で見て

みよう 

３ 

４ 

国語Ｂ ２二 

雑誌の記事に書か

れていることとして
適切なものを選択
する 

文章の中心的な部

分と付加的な部分
などを読み分け、要
旨を捉える 

１ 

装着型ロボットは、リハビリテーションなどで一部

導入されているが、日本で既に普及していると
は書かれていない。文章の構成を踏まえて、内
容を理解することや、段落相互の関係を検討し

て文章の構成を確認することが大切である。 

  

１年 ダイコンは大きな
根？ 
１年 ちょっと立ち止まって 

１年 シカの「落ち穂拾い」
──フィールドノートの記
録から 

１年 流氷とわたしたちの
暮らし 

１年 オオカミを見る目 
１年 脳の働きを目で見て

みよう 

２ 

空港でのパトロールなどに使用されている搭乗
型ロボットは、十年以上前から実用化されている

ものもあるが、日本で初めて開発されたとは書
かれていない。文章の構成を踏まえて、内容を
理解することや、段落相互の関係を検討して文

章の構成を確認することが大切である。 

４ 

搭乗型ロボットは、身体機能の回復のためのも
のとは書かれておらず、日本で改良されていると

も書かれていない。文章の構成を踏まえて、内
容を理解することや、段落相互の関係を検討し
て文章の構成を確認することが大切である。 
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教科 
設問 
番号 

設問の概要 出題の趣旨 
誤答 
類型 

 学力向上に向けて 
関連するスタディ・ 

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元 
（光村図書） 

関連する教科書単元 
（東京書籍） 

国語Ｂ ２三 

資料を参考にして
2020年の日本の社
会を予想し、その

社会にどのように
関わっていきたい
か、自分の考えを

書く 

複数の資料から適
切な情報を得て、自
分の考えを具体的

に書く 

２ 

問題で求められている必要な情報はすべて盛り

込んで解答しているが、指示された文字数を満
たしてない生徒には、普段から一定量の文字数
の文章を書かせるような指導が大切である。 

 

２年 書くこと「複数の資
料から適切な情報を得
て、自分の考えを具体

的に書こう」 

２年 枕草子 
２年 説明のしかたを工夫
しよう 

２年 練習 発表資料を工
夫しよう 
２年 新しい短歌のために 

２年 言葉を選ぼう 
２年 気持ちを込めて書こ
う 

２年 モアイは語る――地
球の未来 
２年 走れメロス 

２年 表現のしかたを工夫
して書こう 
２年 身近な人の「物語」を

探る 
２年 メディアと上手に付き
合うために 

２年 気になる「あの人」を
探ろう 
２年 旅する絵描き──パ

リからの手紙 
２年 五重の塔はなぜ倒
れないか 

２年 読書案内 

２年 短歌のリズムで表現
しよう 
２年 小さな労働者 

２年 反対意見を想定して
書こう 
２年 神奈川沖浪裏 

２年 情報検索で開ける世
界 
２年 いきいきと描き出そ

う 

３ 

指示された文字数を満たし、「２つの資料の内容

を取り上げる」「2020 年の日本がどのような社会
になっているか」「社会にどのように関わっていき
たいか」という３つの条件のうち２つは記述でき

ている生徒には、自分が感じたことや考えたこと
を明確にし、資料に書かれていることを正確に
理解したうえで資料と自分の考えとのつながりを

確認する必要がある。 

４ 

５ 

国語Ｂ ３一 

「お泣きなさるな」と
いう翻訳の効果と

して適切なものを
選択する 

表現の工夫につい

て自分の考えをもつ 

１ 「泣いてはいけない」と表現できる部分を「お泣き
なさるな」と丁寧な言葉で表現することや、―線
部の前の会話について「できるだけやさしい口調

で」とあることから、男が若い女に対して優しく接
していることが分かる。文学的な文章を読む際
には、内容だけでなく豊かな表現を味わいなが

ら読むことが大切である。細部の表現に注意し
て読むことと、文章全体を俯瞰して読むことを意
図的に取り入れる必要がある。 

平成 26 年度７月中
1 大問１ 

平成 26 年度７月中
３大問１ 

  

１年 野原はうたう 

１年 ちょっと立ち止まって 
１年 星の花が降るころに 
１年 大人になれなかった

弟たちに…… 
１年 シカの「落ち穂拾い」
──フィールドノートの記

録から 
１年 蓬萊の玉の枝──
「竹取物語」から 

１年 少年の日の思い出 

１年 オオカミを見る目 
１年 少年の日の思い出 
１年 トロッコ 

２ 

３ 
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教科 
設問 
番号 

設問の概要 出題の趣旨 
誤答 
類型 

 学力向上に向けて 
関連するスタディ・ 

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元 
（光村図書） 

関連する教科書単元 
（東京書籍） 

国語Ｂ ３二 

「あたりは……良か
った。」の説明とし

て適切なものを選
択する 

表現の工夫につい

て自分の考えをもつ 

１ 
男は提灯の火に向かって走っているため、光は
近づくにつれて大きくなるのであり、小さくなって
いくわけではない。「真暗闇」の中に「蛍の火ぐら

いの大きさ」の「提灯の火」が現れ、その火が近
づくにつれて大きくなり、屋台の「蕎麦の提灯」だ
と分かるということを読み取る必要がある。 

平成 26 年度７月中

1 大問１ 
平成 26 年度７月中
３大問１ 

  

２年 やさしい日本語 

２年 君は「最後の晩餐」
を知っているか 
２年 漢詩の風景 

２年 モアイは語る──地
球の未来 
２年 走れメロス 

２年 言葉の力 

２年 短歌を楽しむ 
２年 恥ずかしい話 
２年 走れメロス 

３ 

４ 

男は恐ろしさのあまり逃げ出したのであり、相手
に立ち向かってはいない。「とにかくそこに口の

利ける人がいるというだけでそれで良かった」と
いう箇所を正しく解釈する必要がある。また囲ま
れた部分の後に、「男は蕎麦屋の足もとにへな

へなと崩れ折れる」という内容も重要である。 

国語Ｂ ３三 

文章の最後の一文
があった方がよい

かどうかについて、
話の展開を取り上
げて自分の考えを

書く 

文章の構成や展開

などを踏まえ、根拠
を明確にして自分の
考えを書く 

２ 

立場を明確にし、話の展開を取り上げて書けて
いるが、指示された文字数を満たしてない生徒

には、普段から一定量の文字数の文章を書か
せるような指導が大切である。 

２年 読むこと「文章の

展開を踏まえ、理由を
明確にして自分の考え
をまとめよう」 

１年 声を届ける／書き留
める／本と出会う／調べ

る 
１年 シカの「落ち穂拾い」
──フィールドノートの記

録から 
１年 練習 故事成語を使
って体験文を書こう 

１年 流氷とわたしたちの
暮らし 
１年 調べたことを報告し

よう 
１年 少年の日の思い出 
１年 感じたことを文章に

しよう 
１年 言葉を探検する 
２年 やさしい日本語 

２年 君は「最後の晩餐」
を知っているか 
２年 漢詩の風景 

２年 モアイは語る──地
球の未来 
２年 走れメロス 

２年 言葉の力 

１年 根拠を明確にして書
こう 
２年 短歌を楽しむ 

２年 恥ずかしい話 
２年 走れメロス 

３ 

立場は明確にできているが、話の展開を取り上
げて書けていない生徒には、作品の全体像を捉
えた上で場面の役割等を分析的に考えさせる必

要がある。 

４ 

話の展開を取り上げて書けているが、立場を明
確にできていない生徒には、意見の文章を書く
場合に、自分の立場を鮮明にしたうえで、意見

の中心となる部分をはっきりさせ、論理の展開が
明快な文章構成となるよう指導することが大切
である。 
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教科 
設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

誤答 

類型 
 学力向上に向けて 

関連するスタディ・ 

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元 

（東京書籍） 

関連する教科書単元 

（啓林館） 

関連する教科書単元 

（数研出版） 

数学Ａ １（１） 
１２：９ と等しい

比を選ぶ 

比の意味を理解し

ている 

１ 
比に使われている２つの数に同じ数をかけたり、

２つの数を同じ数で割ったりしても、その比の値

は変わらないことを指導することが重要である。

公約数で割ることなど具体的な事例で理解を促

すことが重要である。 

また、相似の学習や日常生活において比を利用

する際、等しい比の意味について理解している

ことが大切である。 

平成 26 年度７月 

中１大問５（１） 
  

小６ 割合の表し方を

考えよう【東京書籍】 

小６ 比【教育出版】 

 

小６ 割合の表し方を

考えよう【東京書籍】 

小６ 割合の表し方を

考えよう【東京書籍】 
３ 

４ 

数学Ａ １（２） 
１２－２×（－６）

を計算する 

加減乗除を含む

正の数と負の数の

計算において、計

算のきまりにした

がって計算できる 

２ 

１２－（－１２）を１２－１２として計算したと考えら

れる。 

正の数と負の数の範囲で、計算のきまりにした

がって確実に計算できるよう指導する必要があ

る。 
    １年 １章 正負の数 

１年 １章 正の数・負

の数 

１年 第１章 正の数

と負の数 
３ 

乗除よりも加減を先行して計算し、１０×（－６）と

して、また、さらに符号を誤って－１０×（－６）と

して計算したと考えられる。 

乗除を加減より先行するなどの計算のきまりに

したがって計算する指導の徹底が大切である。 
４ 

数学Ａ １（３） 

 a が正の数の

とき、a×（－２）

の計算の結果に

ついて、正しい

記述を選ぶ 

正の数と負の数の

乗法について理解

している 

１ 
a が正の数のとき、乗数に関わらず、乗法の計

算結果はもとの数より大きくなると捉えているな

ど、積の符号と被乗数と乗数の大小関係を理解

していないことが考えられる。 

被乗数と乗数の符号で場合分けし、それぞれの

場合の積の符号や大小関係について、具体的

な数を用いた調べ活動等を通して理解できるよ

うに指導する必要がある。 

    １年 １章 正負の数 
１年 １章 正の数・負

の数 

１年 第１章 正の数

と負の数 
２ 

４ 
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教科 
設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

誤答 

類型 
 学力向上に向けて 

関連するスタディ・ 

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元 

（東京書籍） 

関連する教科書単元 

（啓林館） 

関連する教科書単元 

（数研出版） 

数学Ａ １（４） 

ある日の最低気

温を基準にして、

その前日の最低

気温との差から、

前日の最低気温

を求める 

正の数と負の数の

意味を、実生活の

場面に結び付けて

理解している 

２ 

「前日の最低気温より２℃高い」から「前日

の最低気温が、ある日の最低気温－３℃よ

り２℃高い」と捉え、（－３）＋２＝－１とした

と考えられる。 

実生活の様々な場面における数量や増減

などを正の数と負の数を用いて表す場面

を、温度計の模型を操作したり、数直線上

に示したりするなど、具体的に示して考える

練習を行いたい。 

また、結果を問題文にあてはめて検証する

習慣を指導したい。 
 

１年 数と式（正の数・

負の数）「正の数・負の

数を使って、時差の問

題を考えよう」 

１年 １章 正負の数 
１年 １章 正の数・負

の数 

１年 第１章 正の数

と負の数 

３ 

題意を読み違え、２－（－３）＝５としたと考

えられる。実生活の様々な場面における数

量や増減などを、正の数と負の数を用いて

表す練習を繰り返し行うとともに、数直線な

どで具体的に示して考える練習を行いた

い。 

また、結果を問題文にあてはめて検証する

習慣を指導したい。 

数学Ａ ２（１） 
５x－x を計算す

る 

一次式の減法の計

算ができる 
２ 

文字式の計算についての理解が十分でな

く、５x からそのまま x を取り除いたと考え

られる。 

係数に着目して正しく計算する方法を考え

られるように繰り返し練習することに加え、

計算結果について具体的な数を代入して確

認する習慣を指導したい。 

    １年 ２章 文字と式 １年 ２章 文字の式 
１年 第２章 文字と

式 

数学Ａ ２（２） 

赤いテープの長さ

が a ｃｍ で、白

いテープの長さの

３/５倍のとき、白

いテープの長さを 

a を用いた式で表

す 

数量の関係を文字

式に表すことがで

きる 

２ 

a を用いていない式で解答しており、問題

文から a を把握できていないと考えられる。 

題意にあった解答のあり方について、具体

的な事例をもとに指導する必要がある。 
平成 26 年度７月 

中１大問５（２） 
  １年 ２章 文字と式 １年 ２章 文字の式 

１年 第２章 文字と

式 

３ 

「倍」という表現が含まれることから、a×３/５

と立式したと考えられる。関係を図に表した

り、具体的な数や言葉を使った式を利用し

たりして関係を捉え、その関係を文字式に

表す指導が重要である。 
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教科 
設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

誤答 

類型 
 学力向上に向けて 

関連するスタディ・ 

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元 

（東京書籍） 

関連する教科書単元 

（啓林館） 

関連する教科書単元 

（数研出版） 

数学Ａ ２（３） 
等式 ２ x －y ＝５ 

を y について解く 

等式を目的に応じ

て変形することが

できる 

２ 
等式を変形する際に、符号を間違えるなど

のミスをしたと考えられる。 

特に、２つ以上の文字を含む等式の変形で

は、式変形の目的を明確にして指導した

い。その上で、等式の性質などの根拠に基

づいて正しく変形する練習を、具体的な誤

答例を示しながら指導したい。 

 
  ２年 １章 式の計算 ２年 １章 式の計算 

２年 第１章 式の計

算 

３ 

４ 

５ 

「ある文字について解く」ことの意味が理解

できず解答したと考えられる。 

「ある文字について解く」ことの意味を、具体

的な場面で理解できるよう設定し、同値

（＝）の式を考えることを通して等式の性質

が成り立つことを理解したり、式の変形がで

きるようにしたりすることが大切である。 

６ 

数学Ａ ２（４） 

連続する３つの整

数のうち最も小さ

い整数を n とす

るとき、それらの

和が中央の整数

の３倍になること

を、n を用いた式

で表す 

文字を用いた式で

数量の関係を説明

するための構想を

理解している 

２ 

n を連続する３つの整数の中央の整数と捉

え、（ n －１）＋ n ＋（ n ＋１）＝３n と計

算したと考えられる。問題文をよく読み、問

題文にそって文字を用いる指導を行いた

い。 

平成 26 年度７月 

中２大問１（１） 

平成 26 年度 11 月 

中２大問１（１） 

平成 26 年度２月 

中２大問１（１） 

平成 26 年度７月 

中３大問１（１） 

  ２年 １章 式の計算 ２年 １章 式の計算 
２年 第１章 式の計

算 

３ 

内容が理解できず解答したと考えられる。 

文字を用いて説明するための構想を立てた

り、構想に基づいて説明したりする指導が

重要で、その際、具体的な数を例として文

字を用いて表現するまでの指導プロセスが

重要である。 

４ 

n を用いていないで解答したもの。問題文

を読み違え、問題文を引用して「中央の整

数」などと解答したと考えられる。 

文字を用いて説明するための構想を立てた

り、構想に基づいて説明したりする指導が

重要である。その際、具体的な数の例から

文字を用いて表現する例までの指導プロセ

スが重要である。加えて、題意にあった解

答のあり方について、具体的な事例をもと

に指導する必要がある。 

５ 
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教科 
設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

誤答 

類型 
 学力向上に向けて 

関連するスタディ・ 

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元 

（東京書籍） 

関連する教科書単元 

（啓林館） 

関連する教科書単元 

（数研出版） 

数学Ａ ３（１） 

一元一次方程式 

７x＝５x＋４ を解

く際に用いられて

いる等式の性質を

選ぶ 

方程式を解く場面

における等式の性

質の用い方につい

て理解している 

１ 

式変形について理解できていないと考えら

れる。 

等式の性質などの根拠に基づいて正しく変

形するきまりを正確に指導したい。その際、

式変形の移項などの手続きを形式的に行う

だけでなく、式変形に用いられている等式

の性質について徹底することが重要であ

る。具体的な誤答例なども提示しながら指

導することが求められる。 

    １年 ３章 方程式 １年 ３章 方程式 
１年 第３章 １次方

程式 
２ 

①②の右辺にのみ着目すれば２をひいても

成り立つことから、両辺から２引くと解答した

誤り、文字の項と数の項をまとめようとした

誤り、x の係数のみを移項しようとした誤り

が考えられる。 

等式の性質などの根拠に基づいて正しく変

形するきまりを正確に指導したい。その際、

式変形の移項などの手続きを形式的に行う

だけでなく、式変形に用いられている等式

の性質について徹底することが重要であ

る。具体的な誤答例なども提示しながら指

導することが求められる。 

３ 

式変形について理解できていないと考えら

れる。 

等式の性質などの根拠に基づいて正しく変

形するきまりを正確に指導したい。その際、

式変形の移項などの手続きを形式的に行う

だけでなく、式変形に用いられている等式

の性質について徹底することが重要であ

る。具体的な誤答例なども提示しながら指

導することが求められる。 
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教科 
設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

誤答 

類型 
 学力向上に向けて 

関連するスタディ・ 

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元

（東京書籍） 

関連する教科書単元

（啓林館） 

関連する教科書単元

（数研出版） 

数学Ａ ３（２） 

一元一次方程式 

１. ２ x －６ ＝０ . ５ x ＋１ 

を解く 

小数を含む一元

一次方程式を解

くことができる 

２ 

x の係 数 を整 数 にするために、両 辺

を１０倍 した際 、定 数 項 を１０倍 せず、

１２ x－６＝５ x＋１としたと考えられる。 

小数を含まない方程式に変形してから解く

ことの重要性を説明するとともに、その際の

起こりやすい間違いについて、具体的な例

を示しながら等式の性質を踏まえて説明す

ることが重要である。 

また、求めた数をもとの式に代入してその

数が解であるかどうかを確かめる習慣も指

導したい。 

    １年 ３章 方程式 １年 ３章 方程式 
１年 第３章 １次方

程式 

３ 

０.５x を左辺に移項する際、符号を間違え、

１.２ x＋０.５x＝１＋６ としたと考えられる。 

等式の性質に加え、式変形の際に起こりや

すい間違いについて指導したい。 

また、求めた数をもとの式に代入して、その

数が解であるかどうかを確かめる習慣も指

導したい。 

４ 

左辺の定数項 - ６を右辺に移項する際、符

号を間違え、１. ２  x －０.５ x＝１－６ としたと

考えられる。 

等式の性質を踏まえ、式変形の際に起こり

やすい間違いについて指導したい。 

また、求めた数をもとの式に代入してその

数が解であるかどうかを確かめる習慣も指

導したい。 

５ 

移項する際、項の符号を変えておらず、

１. ２ x ＋０.５x＝１－６ としたと考えられる。 

等式の性質を踏まえ、移項のきまりについ

て指導したい。 

また、求めた数をもとの式に代入してその

数が解であるかどうかを確かめる習慣も指

導したい。 
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教科 
設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

誤答 

類型 
 学力向上に向けて 

関連するスタディ・ 

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元

（東京書籍） 

関連する教科書単元

（啓林館） 

関連する教科書単元

（数研出版） 

数学Ａ ３（３） 

連立二元一次方

程式をつくるため

に着目する数量を

表した式を選ぶ 

具体的な事象にお

ける数量の関係を

捉え、連立二元一

次方程式をつくる

ことができる 

１ 

男女それぞれの昨年度と今年度の入学者

数の増減だけに着目し、さらに符号を間違

えたと考えられる。 

問題文に示されている情報を例えば「今年

度」、「昨年度」、「男子」、「女子」という視点

で表に整理し、相等関係にあるものを見い

だす指導を行いたい。あわせて方程式をつ

くる際には、問題の中の数量を整理し、その

中から２通りに表すことができる数量を見い

だして方程式に表すことを理解させたい。 

平成 26 年度７月 

中２大問２（２） 

平成 26 年度 10 月 

中２大問２（２）① 

平成 26 年度 11 月 

中２大問３（２）① 

  
２年 ２章 連立方程

式 

２年 ２章 連立方程

式 

２年 第２章 連立方

程式 
２ 

男女それぞれの昨年度と今年度の入学者

数の増減を式に表すことはできているが、

増加した入学者数を表す０.０５x －０.０３y 

を、今年度の入学者数の合計と捉えたと考

えられる。 

問題文に示されている情報を例えば「今年

度」、「昨年度」、「男子」、「女子」という視点

で表に整理し、相等関係にあるものを見い

だす指導を行いたい。あわせて方程式をつ

くる際には、問題の中の数量を整理し、その

中から２通りに表すことができる数量を見い

だして方程式に表すことを理解させたい。 

４ 

「女子が３％減り」という表現が含まれること

から、今年度の女子の人数を－０.９７ y とし

たと考えられる。 

問題文に示されている情報を例えば「今年

度」、「昨年度」、「男子」、「女子」という視点

で表に整理し、相等関係にあるものを見い

だす指導を行いたい。あわせて方程式をつ

くる際には、問題の中の数量を整理し、その

中から２通りに表すことができる数量を見い

だして方程式に表すことを理解させたい。 

 

  



18 

 

教科 
設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

誤答 

類型 
 学力向上に向けて 

関連するスタディ・ 

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元

（東京書籍） 

関連する教科書単元

（啓林館） 

関連する教科書単元

（数研出版） 

数学Ａ ３（４） 

連立二元一次方

程式 ４x＋２y＝５ 

     x ＋ y ＝２ 

を解く 

簡単な連立二元一

次方程式を解くこ

とができる 

２ 

x 、y のうち、一方の解は正しく導き出せ

ているが、その値を代入しもう一方の解を出

す際に、解である分数を代入した後の計算

が間違ったと考えられる。 

代入の間違いをしない指導をするとともに、

出た解を代入しなおして方程式が成立して

いるかを確認する習慣も指導したい。 

二元一次方程式を解くにあたっては、２つの

文字のうち一方の文字を消去して一元一次

方程式に帰着させればよいという考え方を

理解し、加減法や代入法を用いて工夫して

解くことを指導したい。その際、与えられた

式の形に応じて適切な方法を選択できるよ

う、比較しながら指導したい。 

平成 26 年度 10 月 

中２大問２（２）② 

平成 26 年度 11 月 

中２大問３（２）② 

  
２年 ２章 連立方程

式 

２年 ２章 連立方程

式 

２年 第２章 連立方

程式 
３ 

４ 

x と y の解を間違ったと考えられる。 

求めた２つの数をもとの式に代入してそれら

の数が解であるかどうかを確かめる習慣も

指導したい。 

数学Ａ ４（１） 

垂線の作図で利

用されている図形

の性質を選ぶ 

垂線の作図が図形

の対称性を基に行

われていることを

理解している 

１ 

図形の対称性について理解できていないと

考えられる。 

基本的な作図において、見通しをもって作

図したり、作図の方法を見直したりすること

ができるようにするために、基本的な作図

の基となっている図形の対称性を捉える場

面を多く設定することが重要である。その

際、実際に作図した後、作図の方法を振り

返ることが有効である。 

平成 26 年度２月 

中１大問３ 

平成 26 年度 11 月 

中２大問４ 

  １年 ５章 平面図形 ２年 ５章 平面図形 
１年 第５章 平面図

形 

２ 

３ 

４ 

対称軸としてＡＢとＰＱを取り違えていると考

えられる。 

基本的な作図の基となっている図形の対称

性を捉える場面を多く設定し、その際、実際

に作図した後、作図の方法を振り返ることが

重要である。 
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教科 
設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

誤答 

類型 
 学力向上に向けて 

関連するスタディ・ 

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元

（東京書籍） 

関連する教科書単元

（啓林館） 

関連する教科書単元

（数研出版） 

数学Ａ ４（２） 

△ＡＢＣを、矢印の

方向に ４ｃｍ 平行

移動した図形をか

く 

平行移動した図形

をかくことができる 

２ 

平行移動において、対応する点を結ぶ線分

は平行で、その長さが等しいことは理解して

いるが、点Ｃから矢印の方向に４ｃm 離れた

位置に点をとり、そこを点Ｂに対応する点と

捉えた、または、４cm 離れた移動を理解で

きていないと考えられる。 

ある図形が、きまりにしたがって移動してい

ることを視覚的に捉えたり、図形の移動の

性質を見いだしたりする指導が重要であ

る。その際、実際に図形を紙で作って移動さ

せたり、コンピュータを利用して移動させた

りするなどすると効果的である。 

平成 26 年度２月 

中１大問３ 
  １年 ５章 平面図形 ２年 ５章 平面図形 

１年 第５章 平面図

形 

３ 

４ 

平行移動のことや移動前と移動後の図形

は合同であることが理解できていない、ま

た、対応する点を取り違えたと考えられる。 

図形の平行移動、対象移動、回転移動の

性質を見いだす指導の際、実際に図形を紙

で作って移動させたり、コンピュータを利用

して移動させたりするなど、視覚的に捉える

活動を取り入れることが効果的である。その

際、移動前と移動後の図形の関係を考察

し、それぞれの移動の性質を見いだすこと

ができるように指導することが大切である。 

また、a ｃｍ平行移動した場合、対応する点

の移動距離が a ｃｍであることを確認する

ことも大切である。 

さらに、移動前と移動後の図形を示し、２つ

の図形の構成要素の対応に着目し、移動

の性質を用いて、一方が他方に重ねる方法

（移動方法）を説明できるように指導するこ

とも大切である。 

５ 
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教科 
設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

誤答 

類型 
 学力向上に向けて 

関連するスタディ・ 

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元

（東京書籍） 

関連する教科書単元

（啓林館） 

関連する教科書単元

（数研出版） 

数学Ａ ５（１） 

直方体において、

与えられた辺に垂

直な面を書く 

空間における直線

と平面の垂直につ

いて理解している 

２ 

直線に垂直な面と直線を含む面を混同して

いると考えられる。 

身近な立体に触れたり、見取図を見て直線

や平面の位置関係を考えたりして、様々な

視点から具体物を観察するなどの指導が重

要である。 

模型作りなどを通して立体に触れたり、コン

ピュータを利用したりすると効果的である。 

平成 26 年度２月 

中１大問５ 
  １年 ６章 空間図形 

１年 ５章 平面図形 

１年 ６章 空間図形 

１年 第５章 平面図

形 

１年 第６章 空間図

形 

３ 

直線と平面の位置関係について理解できて

いないと考えられる。 

身近な立体に触れたり、見取図を見て直線

や平面の位置関係を考えたりして、様々な

視点から具体物を観察するなどの指導が重

要である。 

模型作りなどを通して立体に触れたり、コン

ピュータを利用したりすると効果的である。

また、教室を直方体に見立てて床と壁を面

と捉え、その位置関係を模型の内側から見

るような指導も効果的である。 

４ 

辺と面について混同していると考えられる。 

身近な立体に触れたり、見取図を見て直線

や平面の位置関係を考えたりして、様々な

視点から具体物を観察するなどの指導が重

要である。 

模型作りなどを通して立体に触れたり、コン

ピュータを利用したりすると効果的である。 

５ 

直線と平面の位置関係について理解できて

おらず、辺と面を混同していると考えられ

る。 

身近な立体に触れたり、見取図を見て直線

や平面の位置関係を考えたりして、様々な

視点から具体物を観察するなどの指導が重

要である。 

模型作りなどを通して立体に触れたり、コン

ピュータを利用したりすると効果的である。

また、教室を直方体に見立てて床と壁を面

と捉え、その位置関係を模型の内側から見

るような指導も効果的である。 
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教科 
設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

誤答 

類型 
 学力向上に向けて 

関連するスタディ・ 

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元

（東京書籍） 

関連する教科書単元

（啓林館） 

関連する教科書単元

（数研出版） 

数学Ａ ５（２） 

直角三角形の斜

辺を軸として回転

させてできる立体

を選ぶ 

直角三角形の斜辺

を軸とする回転に

よって構成される

空間図形の形を理

解している 

１ 
観察や操作を取り入れ、平面図形と空間図

形を関連付けて考察する指導が重要であ

る。 

平面図形の１辺を軸として回転させ、空間

図形が構成されることを理解させるととも

に、空間図形からどのような平面図形の回

転によって構成されるかを考える指導も大

切である。その際にコンピュータの利用など

により、面や線の運動について動的に捉え

させることが重要である。 

平成 26 年度 10 月 

中２大問４（１） 
  １年 ６章 空間図形 

１年 ５章 平面図形 

１年 ６章 空間図形 

１年 第５章 平面図

形 

１年 第６章 空間図

形 

２ 

３ 

４ 

数学Ａ ５（３） 

与えられた投影図

から立体を読み取

り、その立体を選

ぶ 

与えられた投影図

から空間図形を読

み取ることができ

る 

２ 
投影図について理解できていないと考えら

れる。 

様々な空間図形を投影図に表したり、投影

図から空間図形を読み取ったりすることが

できるようになるために、様々な立体につい

て視点を決めて観察し、立面図と平面図が

どのようになるかを考える指導が重要であ

る。その際に立面図と平面図に示されるそ

れぞれの図の長さの関係など投影図の特

徴についても指導したい。 

平成 26 年度 10 月 

中２大問４（１） 
  １年 ６章 空間図形 

１年 ５章 平面図形 

１年 ６章 空間図形 

１年 第５章 平面図

形 

１年 第６章 空間図

形 

３ 

４ 

５ 
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教科 
設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

誤答 

類型 
 学力向上に向けて 

関連するスタディ・ 

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元

（東京書籍） 

関連する教科書単元

（啓林館） 

関連する教科書単元

（数研出版） 

数学Ａ ５（４） 

与えられた式で体

積が求められる立

体を全て選ぶ 

与えられた式を用

いて体積を求める

ことができる立体

を理解している 

２ 

円錐、角錐のうち片方のみの体積が１/３Sh

で表されると捉えていると考えられる。 

錐体と柱体の見分けについて指導すること

が重要であり、錐体の体積が１/３Sh で求め

られることを、柱体と関連づけて実感を持っ

て理解させたい。そのため、容器に入った

水などを用いた実験などが効果的である。 

平成 26 年度７月 

中２大問５（２）（３） 
  １年 ６章 空間図形 

１年 ５章 平面図形 

１年 ６章 空間図形 

１年 第５章 平面図

形 

１年 第６章 空間図

形 

３ 

投影図をかいたときに、立面図の上部が鋭

角になる立体は、体積が１/３Sh で表される

と捉えていると考えられる。 

錐体と柱体の見分けについて指導すること

が重要であり、錐体の体積が１/３Sh で求め

られることを、柱体と関連づけて実感を持っ

て理解させたい。そのため、容器に入った

水などを用いた実験などが効果的である。 

４ 

三角柱の体積が１/３Sh で表されると捉えて

いると考えられる。 

錐体と柱体の見分けについて指導すること

が重要であり、錐体の体積が１/３Sh で求め

られることを、柱体と関連づけて実感を持っ

て理解させたい。そのため、容器に入った

水などを用いた実験などが効果的である。 

５ 

立体の体積について理解できていないと考

えられる。 

錐体と柱体の見分けについて指導すること

が重要であり、錐体の体積が１/３Sh で求め

られることを、柱体と関連づけて実感を持っ

て理解させたい。そのため、容器に入った

水などを用いた実験などが効果的である。 

数学Ａ ６（１） 

同位角の位置に

ある角について正

しい記述を選ぶ 

同位角の意味を理

解している 

１ 
２直線に１直線が交わってできる８つの角

で、同位角や錯角などについての意味に加

え、互いに同位角や錯角の関係になってい

る角を見いだす指導が大切である。その

際、平行でない２直線に１直線が交わる場

合についても示し、同位角や錯角が等しくな

るのは２直線が平行な場合のみであること

を実感とともに理解させたい。 

    
２年 ４章 平行と合

同 

２年 ４章 図形の調

べ方 

２年 ５章 図形の性

質と証明 

２年 第４章 図形の

性質と合同 

２ 

３ 

５ 
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教科 
設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

誤答 

類型 
 学力向上に向けて 

関連するスタディ・ 

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元

（東京書籍） 

関連する教科書単元

（啓林館） 

関連する教科書単元

（数研出版） 

数学Ａ ６（２） 

四角形を五角形

に変えたときの、

内角の和の変化

について正しい記

述を選ぶ 

多角形の内角の和

の性質を理解して

いる 

１ 

新たにできた∠Ｐの大きさの分だけ多角形

の内角の和が大きくなったと捉えたと考えら

れるなど、多角形の内角の和の性質につい

て理解できていないと考えられる。 

多角形の内角の和は、辺の数が増えると一

定に増えることや、辺の数が変わらなけれ

ば形状が変わっても内角の和は一定である

ことを指導することが重要である。その際、

多角形をいくつかの三角形に分けて内角の

和を調べ、表にまとめるなどして、多角形の

頂点や辺の数が１つ増えると、内角の和が

１８０°増えることを実感させる活動が重要

である。 

平成 26 年度 11 月 

中２大問５ 
  

２年 ５章 三角形と

四角形 

２年 ４章 図形の調

べ方 

２年 ５章 図形の性

質と証明 

２年 第４章 図形の

性質と合同 

３ 

４ 

５ 

数学Ａ ７（１） 

ひし形ＡＢＣＤにお

いて、ＡＣ⊥ＢＤが

表す性質を選ぶ 

ひし形の「対角線

は垂直に交わる」

という性質を、記号

を用いた表現から

読み取ることがで

きる 

１ 

ひし形の定義は理解できているが、下線部

AC⊥BD に着目していないと考えられる。 

図形の構成要素やそれらの関係を記号で

表したり、記号で表された図形の構成要素

やそれらの関係を読み取ったりする指導が

重要である。本問の他の選択肢にある辺や

角などについての関係や、他の図形の辺や

角などについて指導することも重要である。 

平成 26 年度７月 

中３大問３（２）② 
  

２年 ５章 三角形と

四角形 

２年 ４章 図形の調

べ方 

２年 ５章 図形の性

質と証明 

２年 第４章 図形の

性質と合同 

２年 第５章 三角形

と四角形 

２ 

ひし形の性質の一部は理解できているが、

下線部 AC⊥BD に着目していないと考えら

れる。 

図形の構成要素やそれらの関係を記号で

表したり、記号で表された図形の構成要素

やそれらの関係を読み取ったりする指導が

重要である。本問の他の選択肢にある辺や

角などについての関係や、他の図形の辺や

角などについて指導することも重要である。 

３ 

５ 

ＡＣとＢＤがひし形の対角線を表すことは読

み取ることができたが、記号「⊥」が表す意

味を、「中点で交わる」と読み取ったと考えら

れる。 

図形の構成要素やそれらの関係を記号で

表したり、記号で表された図形の構成要素

やそれらの関係を読み取ったりする指導が

重要である。本問の他の選択肢にある辺や

角などについての関係や、他の図形の辺や

角などについて指導することも重要である。 
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教科 
設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

誤答 

類型 
 学力向上に向けて 

関連するスタディ・ 

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元

（東京書籍） 

関連する教科書単元

（啓林館） 

関連する教科書単元

（数研出版） 

数学Ａ ７（２） 

証明で用いられて

いる三角形の合

同条件を書く 

証明の根拠として

用いられている三

角形の合同条件を

理解している 

２ 

図形や証明から、証明の根拠となる図形の

性質（三角形の合同条件）について理解で

きていないと考えられる。 

証明を読み、根拠を見いだすとともに、その

根拠がどのように用いられているかを確認

する指導が重要である。その際、当てはま

る三角形の合同条件を確認するとともに、

その合同条件を成り立たせる辺や角の関係

を捉える指導が大切であり、証明で「仮定か

ら」とされている条件が、それぞれどの理由

に基づいているかを確認することが大切で

ある。 

仮定だけでなく結論からも、三角形の合同

条件を探す指導を行い、見通しを立てる力

を養うことも大切である。 

平成 26 年度２月 

中２大問４（１） 

平成 26 年度７月 

中３大問３（２）① 

平成 26 年度 10 月 

中３大問５（２） 

平成 26 年度 11 月 

中３大問３（１） 

  

２年 ４章 平行と合

同 

２年 ５章 三角形と

四角形 

２年 ４章 図形の調

べ方 

２年 ５章 図形の性

質と証明 

２年 第４章 図形の

性質と合同 

２年 第５章 三角形

と四角形 

３ 

４ 

５ 

６ 

数学Ａ ７（３） 

与えられた方法で

作図された四角形

が、いつでも平行

四辺形になること

の根拠となる事柄

を選ぶ 

作図の根拠として

用いられている平

行四辺形になるた

めの条件を理解し

ている 

１ 

コンパスによる作図の特徴に着目せず、４

辺をかくときに向かい合う辺の長さが等しく

なることに着目するなど、作図の根拠につ

いて理解できていないと考えられる。 

平行四辺形の作図の過程や具体物にみら

れる平行四辺形になるための条件を指摘す

る指導が重要である。 

作図の手順から、長さが等しくなる線分を読

み取り、平行四辺形になるための条件を満

たしていることを確認するなどの指導が大

切である。あわせて、別の条件を用いた平

行四辺形の作図の手順も指導したい。 

平成 26 年度７月 

中３大問３（１） 
  

２年 ５章 三角形と

四角形 

２年 ４章 図形の調

べ方 

２年 ５章 図形の性

質と証明 

２年 第４章 図形の

性質と合同 

２年 第５章 三角形

と四角形 

２ 

３ 

５ 

数学Ａ ８ 

対頂角は等しいこ

との証明について

正しい記述を選ぶ 

証明の必要性と意

味を理解している 

１ 

実測や操作など帰納的な方法による説明

の限界や、帰納的な方法による説明と演繹

的な推論による説明の違いを理解できてい

ないと考えられる。 

帰納的な方法と比較しながら、演繹的な方

法の役割を理解する指導が重要である。 

帰納的な方法でいくつかの図については成

り立つことを確かめて、その事柄が成り立つ

ことの信頼性は高まるが、全てを調べ尽くす

ことはできないことから、演繹的な推論によ

る証明が必要であることを指導することが

大切である。 

 
  

２年 ５章 三角形と

四角形 

２年 ４章 図形の調

べ方 

２年 ５章 図形の性

質と証明 

２年 第４章 図形の

性質と合同 

２年 第５章 三角形

と四角形 

２ 

４ 

５ 
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教科 
設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

誤答 

類型 
 学力向上に向けて 

関連するスタディ・ 

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元

（東京書籍） 

関連する教科書単元

（啓林館） 

関連する教科書単元

（数研出版） 

数学Ａ ９ 
 y が x の関数で

ない事象を選ぶ 

関数の意味を理解

している 

１ 

y が x の関数であるかどうかを見いだすた

めに、x にある値を代入したときに、y の値

がただ１つ決まるかどうかを確認する指導

が重要である。 

それぞれの具体的な事象について、x の値

を決めて y の値を求める活動が考えられ

る。その際、本問「x 歳の人の身長は y ｃｍ

である。」について、年齢が同じであっても

異なる身長の生徒がいることから、y の値

がただ１つには決まらないことを確認するこ

とも大切である。２次関数のように x の値に

対して、y の値は一つに定まるが、y の値に

対して、x の値は一つに定まらない例などか

ら、関数の意味を示すことも重要である。 

 
  

１年 ４章 比例と反

比例 

１年 ４章 変化と対

応 

１年 第４章 比例と

反比例 
２ 

３ 

数学Ａ 10（１） 
反比例のグラフを

選ぶ 

反比例のグラフが 

x 軸、y 軸に限り

なく近づく２つのな

めらかな曲線であ

ることを理解してい

る 

２ 

反比例のグラフは、x 軸、y 軸に近づくとい

ずれ軸と接するまたは交わると捉えている

など、反比例のグラフを正しく理解していな

いと考えられる。 

反比例のグラフを正しく理解するためには、

与えられた式について x、y の値が整数に

なる座標の点だけではなく、x、y が整数で

ない場合についても調べさせる指導が重要

である。 

x の値を細かくとってグラフの通る点を調

べ、グラフがなめらかな曲線になることを確

認したり、x の値を大きくしても y の値が０

とならないことから、グラフは x 軸と y 軸の

それぞれに限りなく近づくが、交わらないこ

とを確認したりする指導が重要である。 

 
  

１年 ４章 比例と反

比例 

１年 ４章 変化と対

応 

１年 第４章 比例と

反比例 
３ 

４ 
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教科 
設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

誤答 

類型 
 学力向上に向けて 

関連するスタディ・ 

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元

（東京書籍） 

関連する教科書単元

（啓林館） 

関連する教科書単元

（数研出版） 

数学Ａ 10（２） 

比例 y＝２x のグ

ラフ上の点Ａの x 

座標が３のときの 

y 座標を求める 

与えられた比例の

式について、その

グラフ上の点の x 

座標を基に y 座

標を求めることが

できる 

２ 

y に３を代入して x の値を求めるなど、グラ

フ上の座標の求め方を正しく理解できてい

ないと考えられる。 

グラフ上の点の座標がそのグラフの式を満

たす点の値の組を表していることや、座標

の表し方を確認したうえで、x 座標の値を式

に代入して y 座標の値を求めることができ

るようにすることが重要である。 

比例に加えて、反比例、一次関数などにお

いても、同様の手続きでグラフ上の点の座

標を求めることができることを確認すること

も大切である。 

 
  

１年 ４章 比例と反

比例 

１年 ４章 変化と対

応 

１年 第４章 比例と

反比例 

３ 

４ 

５ 

数学Ａ 10（３） 

比例のグラフか

ら、x の変域に対

応する y の変域

を求める 

与えられた比例の

グラフから、x の変

域に対応する y 

の変域を求めるこ

とができる 

２ 
x の変域をそのまま y の変域としたり、グラフ

で表れている x 座標を y の変域にしたりする

など、変域について理解できていないと考え

られる。 

x の変域の端点に対応する y 座標を求め

るだけでなく、グラフを用いて変域を視覚的

に捉える指導が重要である。与えられた x 

の変域の端点に対応するグラフ上の点を求

め、それらを端点とするグラフ上の部分をな

ぞることで視覚的に捉えられるようにする。

その上で、グラフの部分を y 軸に対応させ

て、y の変域を読み取るなどの指導が大切

である。 

平成 26 年度１月 

中３大問３（２） 
  

１年 ４章 比例と反

比例 

１年 ４章 変化と対

応 

１年 第４章 比例と

反比例 

３ 

４ 

５ 

６ 
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教科 
設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

誤答 

類型 
 学力向上に向けて 

関連するスタディ・ 

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元

（東京書籍） 

関連する教科書単元

（啓林館） 

関連する教科書単元

（数研出版） 

数学Ａ 11 

一次関数の表か

ら、x と y の関係

を表した式を選ぶ 

一次関数の表か

ら、x と y の関係

を式で表すことが

できる 

１ 

x の増加量が１のときの y の増加量が３に

なることのみに着目したと考えられる。 

表からわかる特徴と式とを関連付ける指導

が重要であり、一次関数 y ＝ a x ＋ b の

表から x の値が０のときの y の値を求めれ

ば、それが b になることを見いだすなど、表

から式を求める方法を指導することが大切

である。また、表から２組の x、y の値を選

び、y ＝ a x ＋ b に代入して、a、b の値を

求める方法もあわせて指導することが大切

である。表と式だけではなく、表・式・グラフ

を相互に関連付けて理解できるように指導

することが大切である。 

平成 26 年度２月 

中１大問４（３） 
  ２年 ３章 １次関数 ２年 ３章 一次関数 

２年 第３章 １次関

数 

３ 

x＝１のときの y の値のみに着目したと考え

られる。 

表から２組の x、y の値を選び、y ＝ a x ＋ b 

に代入して、a、b の値を求める方法を指導

し、一つの値だけで判断しないように指導す

ることが大切である。表からわかる特徴と式

とを関連付ける指導が重要であり、一次関

数 y ＝ a x ＋ b の表から、x が１増加した

ときの y の増加量を読み取れば、それが a 

になることなど、表から式を求める方法を指

導することが大切である。表と式だけではな

く、表・式・グラフを相互に関連付けて理解

できるように指導することが大切である。 

４ 

５ 

x＝０のときの y の値のみに着目したと考え

られる。 

表からわかる特徴と式とを関連付ける指導

が重要であり、一次関数 y ＝ a x ＋ b の

表から x が１増加したときの y の増加量を

読み取れば、それが a になることなど、表

から式を求める方法を指導することが大切

である。また、表から２組の x、y の値を選

び、y ＝ a x ＋ b に代入して、a、b の値を

求める方法もあわせて指導することが大切

である。表と式だけではなく、表・式・グラフ

を相互に関連付けて理解できるように指導

することが大切である。 
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教科 
設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

誤答 

類型 
 学力向上に向けて 

関連するスタディ・ 

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元

（東京書籍） 

関連する教科書単元

（啓林館） 

関連する教科書単元

（数研出版） 

数学Ａ 12（１） 

時間と道のりの関

係を表すグラフか

ら、速さが最も速

い区間を選ぶ 

時間と道のりの関

係を表すグラフに

ついて、グラフの

傾きが速さを表す

ことを理解している 

２ 

時間と道のりの関係を表すグラフでは、傾き

が速さを表すことの理解が必要である。傾

きの異なる複数のグラフと速さを対応させて

考察する指導が重要である。それぞれグラ

フについて、同一の時間に進む道のりを調

べ、グラフの傾きと速さが一致することと、

グラフの傾きが大きくなると速さが速くなるこ

とを捉える指導が大切である。 

本問題のようなグラフを取り上げ、区間が異

なっても、グラフの傾きが速さを表すことや、

グラフの傾きの違いが速さの違いを表すこ

とを確かめる指導も大切である。 

平成 26 年度 10 月 

中２大問３ 
  ２年 ３章 １次関数 ２年 ３章 一次関数 

２年 第３章 １次関

数 

３ 

４ 

５ 

数学Ａ 12（２） 

時間と道のりの関

係を表すグラフを

基に、出発してか

ら１５分後にいる

地点までの家から

の道のりを求める 

時間と道のりの関

係を表すグラフか

ら、与えられた時

間における道のり

を読み取ることが

できる 

２ 

グラフと具体的な事象を対応させて意味付

ける指導が大切である。 

本設問のような問題では、「公園が家から

何ｍのところにあるか」や「図書館や公園に

何分間いたか」など、家から図書館と公園

に寄って友達の家に行くまでの全ての行程

について、各区間でかかった時間を明確に

して説明する活動を取り入れるなどし、確認

することが大切である。その際、速さの違い

についても着目できるようにすることが大切

である。 

平成 26 年度７月 

中３大問２（２）① 

平成 26 年度 11 月 

中３大問４（２） 

  ２年 ３章 １次関数 ２年 ３章 一次関数 
２年 第３章 １次関

数 

３ 
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教科 
設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

誤答 

類型 
 学力向上に向けて 

関連するスタディ・ 

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元

（東京書籍） 

関連する教科書単元

（啓林館） 

関連する教科書単元

（数研出版） 

数学Ａ 13 

二元一次方程式 

x＋y＝３ の解を

座標とする点の

集合として正しい

ものを選ぶ 

二元一次方程式

の解を座標とする

点の集合は、直線

として表されること

を理解している 

１ 

二元一次方程式の解は、x 軸や y 軸上のみであ

る、０以上の整数のみの値の組である、または整

数のみの値の組であると捉えていると考えられ

る。 

方程式と関数を相互に関連付けて捉えられるよう

にすることが大切であり、二元一次方程式のグラ

フをかくとき、整数以外の数を座標とする点もと

り、それらが一直線上に並ぶことや、多数の点を

とっていくと直線上に点が埋まっていくことを、実

感を伴って理解できるようにすることが大切であ

る。その際、コンピュータを用いてその様子を観察

する指導も考えられる。 

二元一次方程式を y について解いた式に変形す

ることによって、二元一次方程式の解を座標とす

る点の集合が、その方程式を y ＝ a x ＋ b の

形に変形した一次関数のグラフと一致し、直線に

なることをあわせて指導することが大切である。 

 
  ２年 ３章 １次関数 ２年 ３章 一次関数 

２年 第３章 １次関

数 

２ 

３ 

４ 

二元一次方程式の解には整数以外の値の組もあ

ることは理解できているが、その点が無数にあり、

その集合が直線になることの理解が十分でないと

考えられる。 

方程式と関数を相互に関連付けて捉えられるよう

にすることが大切であり、点の集合体が直線であ

ることを実感させることが重要である。 

二元一次方程式を y について解いた式に変形す

ることによって、二元一次方程式の解を座標とす

る点の集合が、その方程式を y ＝ a x ＋ b の

形に変形した一次関数のグラフと一致し、直線に

なることをあわせて指導することが大切である。 
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教科 
設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

誤答 

類型 
 学力向上に向けて 

関連するスタディ・ 

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元

（東京書籍） 

関連する教科書単元

（啓林館） 

関連する教科書単元

（数研出版） 

数学Ａ 14（１） 

反復横とびの

記録の中央値

を求める 

与えられた資料

から中央値を求

めることができる 

２ 

中央値をデータの最大値と最小値の平均値であると捉え

ていると考えられる。 

代表値の意味を理解し、目的に応じてデータを収集して

整理し、資料の代表値について考察しながら資料の傾向

を読み取る指導が重要である。身近なデータを収集し、代

表値を用いて資料の傾向を説明するために、データを度

数分布表に整理したり、ヒストグラムに表したりする指導

が重要である。その際、分布が非対称であったり、極端に

かけ離れた値があったりする場合を取り上げ、どの代表

値を用いるとよいかを考察する指導が大切である。 

平成 26 年度７月  

中１大問３ 

平成 26 年度 10 月 

中２大問５（１） 

平成 26 年度２月  

中２大問２（２） 

１年 資料の活用（資

料の散らばりと代表

値）「桑名市と熊野市

の気温を比べてみよ

う」 

１年 ７章 資料の散

らばりと代表値 

１年 ７章 資料の活

用 

１年 第７章 資料の

整理とその活用 

３ 

中央値と平均値を混同していると考えられる。 

代表値の意味を理解し、目的に応じてデータを収集して

整理し、資料の代表値について考察しながら資料の傾向

を読み取る指導が重要である。身近なデータを収集し、代

表値を用いて資料の傾向を説明するために、データを度

数分布表に整理したり、ヒストグラムに表したりする指導

が重要である。その際、分布が非対称であったり、極端に

かけ離れた値があったりする場合を取り上げ、どの代表

値を用いるとよいかを考察する指導が大切である。 

４ 

度数分布表の真ん中の階級の階級値と混同していると考

えられる。 

代表値の意味を理解し、目的に応じてデータを収集して

整理し、資料の代表値について考察しながら資料の傾向

を読み取る指導が重要である。身近なデータを収集し、代

表値を用いて資料の傾向を説明するために、データを度

数分布表に整理したり、ヒストグラムに表したりする指導

が重要である。その際、分布が非対称であったり、極端に

かけ離れた値があったりする場合を取り上げ、どの代表

値を用いるとよいかを考察する指導が大切である。 

５ 

同じ回数だった生徒数が最も多い回数（最頻値）ととらえ

ていると考えられる。 

代表値の意味を理解し、目的に応じてデータを収集して

整理し、資料の代表値について考察しながら資料の傾向

を読み取る指導が重要である。身近なデータを収集し、代

表値を用いて資料の傾向を説明するために、データを度

数分布表に整理したり、ヒストグラムに表したりする指導

が重要である。その際、分布が非対称であったり、極端に

かけ離れた値があったりする場合を取り上げ、どの代表

値を用いるとよいかを考察する指導が大切である。 
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教科 
設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

誤答 

類型 
 学力向上に向けて 

関連するスタディ・

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元

（東京書籍） 

関連する教科書単元

（啓林館） 

関連する教科書単元

（数研出版） 

数学Ａ 14（２） 

度数分布表につ

いて、ある階級の

度数を求める 

与えられた資料の

度数分布表につい

て、ある階級の度

数を求めることが

できる 

２ 

「以上」「未満」の理解ができず、一人分を外したと

考えられる。 

階級の取り方と合わせて、用語の理解を指導する

ことが重要である。 平成 26 年度７月 

中１大問３ 

平成 26 年度 11 月 

中１大問１ 

平成 26 年度２月 

中２大問２ 

平成 26 年度 10 月 

中２大問５（１） 

  
１年 ７章 資料の散

らばりと代表値 

１年 ７章 資料の活

用 

１年 第７章 資料の

整理とその活用 

３ 

度数分布表及び度数について理解できていないと

考えられる。 

目的に応じて収集したデータを度数分布表やヒス

トグラムなどに表す指導が重要である。 

度数分布表やヒストグラムについて、資料の傾向

を的確に読み取ることのできる階級の取り方を検

討する指導が大切である。また、コンピュータなど

を利用して、階級の取り方の異なるヒストグラムを

比較し、資料の傾向の読み取りやすさを検討する

指導も考えられる。 

４ 

数学Ａ 15（１） 

セットメニューの選

び方の総数を求

める 

起こり得る場合を

順序よく整理し、場

合の数を求めるこ

とができる 

２ 

全てのメニューの数を数えたことによる誤りや、場

合の数に抜け漏れがあったと考えられる。 

樹形図や二次元の表などを使って正しく数え上げ

る活動を取り入れ、ある事象において起こり得る

場合の数を求めることができるよう指導することが

重要である。 

樹形図が、起こり得る全ての場合を落ちや重なり

がなく表していることや、例えば、Ａの選び方が２

通り、Ｂの選び方が２通り、Ｃの選び方が３通りの

事象が樹形図のどの部分に表されているか等を

確認する指導が大切である。その上で、選択でき

るメニューを増やした場合の樹形図をかき、様々

な場合の選び方の総数を求める指導が大切であ

る。 

    

小６ 順序よく整理し

て調べよう 

【東京書籍】 

小６ 場合の数 

【教育出版】 

 

小６ 順序よく整理し

て調べよう 

【東京書籍】 

小６ 順序よく整理し

て調べよう 

【東京書籍】 

３ 

４ 

数学Ａ 15（２） 

さいころを投げる

ときの確率につい

て正しい記述を選

ぶ 

多数回の試行の結

果から得られる確

率の意味を理解し

ている 

１ ある試行を多数回繰り返したとき、試行回数全体

に対するある事柄の起こる回数の割合が一定の

値に近づいていくことを、観察や実験などを通して

捉える指導が重要である。例えば、さいころを多数

回投げる実験で、投げる回数を多くしたとき、投げ

た回数に対するそれぞれの目の出る回数の割合

がいずれも一定の値に近づくことを、実感を伴って

理解する指導が大切である。 

平成 26 年度 11 月 

中３大問５ 
  ２年 ６章 確率 ２年 ６章 確率 ２年 第６章 確率 

２ 

３ 

４ 
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教科 
設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

誤答 

類型 
 学力向上に向けて 

関連するスタディ・

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元

（東京書籍） 

関連する教科書単元

（啓林館） 

関連する教科書単元

（数研出版） 

数学Ｂ １（１） 

投映距離と投映

画面の高さの関

係を式で表す 

与えられた情報か

ら必要な情報を選

択し、的確に処理

することができる 

２ 与えられた表において投映画面の高さが０.３ずつ

増加していることから、比例定数を０.３と捉えたり、

x と y を逆に考えたりするなど、必要な情報を的確

に処理できていないと考えられる。 

図や表で与えられた情報から、目的に応じて必要

な情報を適切に選択し、事象に即して数学を活用

できるようにするために、実生活の場面での問題

を解決する指導が重要である。また、比例に関す

る知識もあわせた指導が大切である。 

平成 26 年度７月 

中２大問３（２） 

平成 26 年度２月 

中２大問３ 

  
１年 ４章 比例と反

比例 

１年 ４章 変化と対

応 

１年 第４章 比例と

反比例 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

数学Ｂ １（２） 

投映画面がスクリ

ーンに収まり、で

きるだけ大きく映

し出すことができ

る投映距離を選

ぶ 

必要な情報を選択

して的確に処理

し、その結果を事

象に即して解釈す

ることができる 

１ 

実生活の場面での問題を解決する指導が重要で

ある。本問では、与えられた情報から必要な情報

を適切に選択し、プロジェクターの投映距離と投映

画面の高さや幅の関係を捉える指導が大切であ

る。さらに捉えた関係から得られた結果を問題場

面に即して解釈し、投映画面がスクリーンからは

み出ないかどうかを検証できるように指導すること

が大切である。 

    
１年 ４章 比例と反

比例 

１年 ４章 変化と対

応 

１年 第４章 比例と

反比例 

２ 

４ 

投映画面の高さがスクリーンの高さと同じ４.８ｍに

なるときの投映距離を求めたと考えられる。結果

を問題場面に即して解釈し、投映画面がスクリー

ンからはみ出ないかどうかを検証できるように指

導することが大切である。 

数学Ｂ １（３） 

映像の明るさを２

倍にするための投

映画面の面積の

変え方を選び、そ

の理由を説明する 

事象を式の意味に

即して解釈し、そ

の結果を数学的な

表現を用いて説明

することができる 

５ 
式の読み取りに関する記述や計算に不足や誤り

がある生徒には、伴って変わる２つの数量が反比

例の関係であることなど、関数関係を根拠として

事柄が成り立つ理由を説明する指導が重要であ

る。その際、説明すべき事柄とその根拠を明確に

区別し、数学的な表現を用いて簡潔にわかりやす

く説明できるようにすることが大切である。 

    
１年 ４章 比例と反

比例 

１年 ４章 変化と対

応 

１年 第４章 比例と

反比例 

６ 

７ 

８ 

日常的な事象における３つの数量の関係を表した

式を取り上げ、３つの数量のうちの１つを定数とみ

て、残りの２つの数量の関係を捉える指導が大切

である。また、伴って変わる２つの数量が反比例

の関係であることなど、関数関係を根拠として事

柄が成り立つ理由を説明する指導が重要である。

その際、説明すべき事柄とその根拠を明確に区別

し、数学的な表現を用いて簡潔にわかりやすく説

明できるようにすることが大切である。 
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教科 
設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

誤答 

類型 
 学力向上に向けて 

関連するスタディ・

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元

（東京書籍） 

関連する教科書単元

（啓林館） 

関連する教科書単元

（数研出版） 

数学Ｂ ２（１） 

連続する３つの整

数が１９、２０、２１

のとき、それらの

和が中央の整数

の３倍になるかど

うかを確かめる式

を書く 

問題場面における

考察の対象を明確

に捉えることがで

きる 

３ 

６０と同値にならない形で解答している生徒には、

等式が成り立つかどうかの検証の指導が重要で

ある。また、予想した事柄が別の場合でも成り立

つかどうかを確かめたり、予想した事柄について

前提とそれによって説明される結論の両方を、命

題の形で表現したりする指導が重要である。 

平成 26 年度７月 

中２大問１（１） 

平成 26 年度 11 月 

中２大問１（１） 

２年 数と式（文字を

用いた式の四則計

算）「どんな数になる

か考えてみよう①」、

「どんな数になるか考

えてみよう②」 

 

２年 数と式（文字を

用いた式の四則計

算）「連続する３つの

偶数について考えよ

う」 

２年 １章 式の計算 ２年 １章 式の計算 
２年 第１章 式の計

算 

４ 

言葉や文字を用いて解答している生徒には、問題

文にあった解答の指導が重要である。また、予想

した事柄が別の場合でも成り立つかどうかを確か

めたり、予想した事柄について前提とそれによって

説明される結論の両方を、命題の形で表現したり

する指導が重要である。 

５ 

予想した事柄が別の場合でも成り立つかどうかを

確かめたり、予想した事柄について前提とそれに

よって説明される結論の両方を、命題の形で表現

したりする指導が重要である。 

例えば、連続する３つの整数の和について成り立

ちそうな事柄を、具体的な数を用いて調べて予想

し、それが他の数でも成り立つかどうかを確かめ

る指導が考えられる。また、予想した事柄を「連続

する３つの整数の和は、中央の整数の３倍にな

る｡」などのように、命題の形で表現する指導を取

り入れることが大切である。 

数学Ｂ ２（２） 

連続する３つの整

数の和が中央の

整数の３倍になる

ことの説明を完成

する 

事柄が成り立つ理

由を、構想を立て

て説明することが

できる 

４ 
文字式や言葉を用いて解決するための見通しをも

ち、根拠を明らかにする指導が重要である。本設

問では、３n＋３ という表現にとどまっているもの

を取り上げ、この式が中央の整数の３倍であるこ

とを説明するために、３n＋３ を３（n＋１）と変形す

る指導が大切である。さらに、n＋１ が中央の整

数であることを示す必要があることを、具体的な数

の例を基に理解し、「n＋１ が中央の整数だから、

３（n＋１）は中央の整数の３倍である。」という表現

を加えるなどして説明を改善していく指導が重要

である。 

平成 26 年度７月 

中２大問１（２） 

平成 26 年度 11 月 

中２大問１（２） 

２年 数と式（文字を

用いた式の四則計

算）「どんな数になる

か考えてみよう①」、

「どんな数になるか考

えてみよう②」 

 

２年 数と式（文字を

用いた式の四則計

算）「連続する３つの

偶数について考えよ

う」 

 

２年 １章 式の計算 ２年 １章 式の計算 
２年 第１章 式の計

算 
７ 

８ 
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教科 
設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

誤答 

類型 
 学力向上に向けて 

関連するスタディ・

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元

（東京書籍） 

関連する教科書単元

（啓林館） 

関連する教科書単元

（数研出版） 

数学Ｂ ２（３） 

連続する５つの整

数の和について

成り立つ事柄を表

現する 

発展的に考え、予

想した事柄を説明

することができる 

３ 問題の条件を変えるなどして、見いだした事柄の

前提に当たる部分と、それによって説明される結

論を明確にして表現する指導が重要である。 

本設問のような問題の命題については、その前提

に含まれる条件を変えると結論がどのように変わ

るかを考察する指導が大切である。その際、「○

○は、△△である。」という形に整えるだけでなく、

前提と結論を明確にして表現し、それが正しいか

どうかを確かめられるようにすることが大切であ

る。 

  

２年 数と式（文字を

用いた式の四則計

算）「どんな数になる

か考えてみよう①」、

「どんな数になるか考

えてみよう②」 

 

２年 数と式（文字を

用いた式の四則計

算）「連続する３つの

偶数について考えよ

う」 

２年 １章 式の計算 ２年 １章 式の計算 
２年 第１章 式の計

算 

６ 

８ 
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教科 
設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

誤答 

類型 
 学力向上に向けて 

関連するスタディ・

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元

（東京書籍） 

関連する教科書単元

（啓林館） 

関連する教科書単元

（数研出版） 

数学Ｂ ３（１） 

ポップアップカード

を９０°に開いたと

き、四角形ＥＦＧＨ

が正方形になる

場合のＥＦの長さ

を求める 

平面図形と空間図

形を関連付けて事

象を考察し、その

特徴を的確に捉え

ることができる 

２ 

四角形ＥＦＧＨの周の長さを８ｃｍと捉え、そのとき

の正方形の１辺の長さを求めたと考えられる。操

作や実験を通して図形やその構成要素同士の関

係を見いだし、図形の性質や特徴を捉えたり、数

学的な表現を基に結果を導く前提となる条件を見

いだし、その条件と結果との関係を捉えたりする

指導が重要である。また、条件に着目して問題解

決の過程を振り返り、改善の手立てを見いだす指

導が考えられる。 

    

１年 ６章 空間図形 

２年 ４章 平行と合

同 

２年 ５章 三角形と

四角形 

１年 ５章 平面図形 

１年 ６章 空間図形 

２年 ４章 図形の調

べ方 

２年 ５章 図形の性

質と証明 

１年 第５章 平面図

形 

１年 第６章 空間図

形 

２年 第４章 図形の

性質と合同 

２年 第５章 三角形

と四角形 

３ 

EF の長さを図２と変えないと捉えたと考えられる。 

操作や実験を通して図形やその構成要素同士の

関係を見いだし、図形の性質や特徴を捉えたり、

数学的な表現を基に結果を導く前提となる条件を

見いだし、その条件と結果との関係を捉えたりす

る指導が重要である。また、条件に着目して問題

解決の過程を振り返り、改善の手立てを見いだす

指導が考えられる。 

４ 

EG の長さを正方形の一辺ととらえ、一辺の長さを

求めたと考えられる。操作や実験を通して図形や

その構成要素同士の関係を見いだし、図形の性

質や特徴を捉えたり、数学的な表現を基に結果を

導く前提となる条件を見いだし、その条件と結果と

の関係を捉えたりする指導が重要である。また、

条件に着目して問題解決の過程を振り返り、改善

の手立てを見いだす指導が考えられる。 

５ 

AE の長さを正方形の一辺ととらえ、一辺の長さを

求めたと考えられる。操作や実験を通して図形や

その構成要素同士の関係を見いだし、図形の性

質や特徴を捉えたり、数学的な表現を基に結果を

導く前提となる条件を見いだし、その条件と結果と

の関係を捉えたりする指導が重要である。また、

条件に着目して問題解決の過程を振り返り、改善

の手立てを見いだす指導が考えられる。 
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教科 
設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

誤答 

類型 
 学力向上に向けて 

関連するスタディ・ 

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元

（東京書籍） 

関連する教科書単元

（啓林館） 

関連する教科書単元

（数研出版） 

数学Ｂ ３（２） 

四角形ＥＦＧＨが

いつでも平行四辺

形になるように点

Ｆの位置を決める

方法を、平行四辺

形になるための条

件を用いて説明す

る 

図形に着目して考

察した結果を基

に、問題解決の方

法を図形の性質を

用いて説明するこ

とができる 

６ 

平行四辺形になるための条件についての理解が

十分でないと考えられる。まずは平行四辺形の

条件に対する理解を見直し、その上で問題解決

の方法に焦点を当て、何をどのように用いればよ

いかを明らかにできるように指導することが大切

である。その際、図形の性質などの「用いるもの」

とその「用い方」について説明する指導が重要で

ある。具体的な設計図と模型などとを関連付けて

観察し、条件を満たす位置について説明する指

導をすることが大切である。 

  

  

  

  

１年 ６章 空間図形 

２年 ４章 平行と合

同 

２年 ５章 三角形と

四角形 

１年 ５章 平面図形 

１年 ６章 空間図形 

２年 ４章 図形の調

べ方 

２年 ５章 図形の性

質と証明 

１年 第５章 平面図

形 

１年 第６章 空間図

形 

２年 第４章 図形の

性質と合同 

２年 第５章 三角形

と四角形 

７ 

８ 

数学Ｂ ４（１） 

証明で用いた三

角形の合同を根

拠として、証明し

たこと以外に新た

にわかることを選

ぶ 

証明を振り返り、

新たな性質を見い

だすことができる 

２ 

ＢＥ＝ＤＦは仮定として使われていることを理解で

きていなかったり、確定しない条件を選択したりし

た生徒には、証明を書くことだけではなく、証明を

読むことから指導することが重要である。 

証明の過程で用いた事実や得られた結論に着目

し、新たな性質を見いだす指導が大切である。例

えば、三角形の合同を用いて証明した後に、証

明を振り返り、三角形の対応する辺や角の６つの

相等関係のうち、３つの関係で合同を示すことを

指導し、合同を示す際に用いた条件以外の３つ

の相等関係を見いだし整理する指導などが考え

られる。 

  

２年 図形(三角形の

合同)「三角形の合同

を利用して距離につ

いて考えよう」「二等

辺三角形の性質を考

えよう」「図形の性質

を使って証明しよう①

②」 

２年 ４章 平行と合

同 

２年 ５章 三角形と

四角形 

２年 ４章 図形の調

べ方 

２年 ５章 図形の性

質と証明 

２年 第４章 図形の

性質と合同 

２年 第５章 三角形

と四角形 

３ 

４ 

数学Ｂ ４（２） 

正方形ＡＢＣＤを平

行四辺形ＡＢＣＤに

変えても、ＡＥ＝ＣＦ

となることの証明

を完成する 

発展的に考え、条

件を変えた場合に

ついて証明するこ

とができる 

６ 

証明を読み、結論が成り立つために欠かせない

条件や性質を捉える場面を設定することが考え

られる。 

証明に用いた合同条件と相等関係を照らし合わ

せ、例えば本設問では、正方形の場合の証明に

おいて９０°という条件を用いていないことを見い

だすことによって、正方形を平行四辺形に変えて

も同じ結論が成り立つことを導く指導が考えられ

る。 

  

２年 図形(三角形の

合同)「三角形の合同

を利用して距離につ

いて考えよう」「二等

辺三角形の性質を考

えよう」「図形の性質

を使って証明しよう①

②」 

２年 ４章 平行と合

同 

２年 ５章 三角形と

四角形 

２年 ４章 図形の調

べ方 

２年 ５章 図形の性

質と証明 

２年 第４章 図形の

性質と合同 

２年 第５章 三角形

と四角形 

７ 

８ 

数学Ｂ ５（１） 

１回目の調査で、

落とし物の合計の

うち、文房具の占

める割合を求める

式を答える 

与えられた情報か

ら必要な情報を選

択し、的確に処理

することができる 

３ 

与えられた表から、文房具の数と落し物の合計を

見いだすことはできているが、割合を求める際に

誤っている生徒には、Ａに対するＢの割合の求め

方を定着させると同時に、Ａを１としたときのＢの

値という割合の意味を確認する場面を設定する

ことが大切である。 

  

１年 資料の活用（資

料の散らばりと代表

値）「桑名市と熊野市

の気温を比べてみよ

う」「資料から特徴を

見つけてみよう（読書

習慣）」「資料の特徴

を考えよう（図書室）」 

小５ 比べ方を考え

よう⑴⑵ 

【東京書籍】 

 

１年 ７章 資料の散

らばりと代表値 

小５ 割合、単位量

あたりの大きさ 

【教育出版】 

小５ 比べ方を考え

よう⑴⑵ 

【東京書籍】 

 

１年 ７章 資料の活

用 

小５ 比べ方を考え

よう⑴⑵ 

【東京書籍】 

 

１年 ７章 資料の散

らばりと代表値 

４ 

５ 

問題文で求められていることに対し、与えられた

表から必要とされる情報を正しく取り出すなどの

指導が大切である。 
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教科 
設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

誤答 

類型 
 学力向上に向けて 

関連するスタディ・ 

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元

（東京書籍） 

関連する教科書単元

（啓林館） 

関連する教科書単元

（数研出版） 

数学Ｂ ５（２） 

２回目の調査の方

が落とし物の状況

がよくなったとは

言い切れないと主

張することもできる

理由を、グラフを

基に説明する 

資料の傾向を的確

に捉え、判断の理

由を数学的な表現

を用いて説明する

ことができる 

７ 

与えられたグラフの誤った読み取りをしている生

徒には、グラフの目盛りに注意しながら正確に読

み取りを行う指導が大切である。また、本設問の

ように平均値だけで分布の特徴を判断することが

できず、代表値に目を向けたり、グラフの形に着

目したりする場面を設定することが大切である。 

  

１年 資料の活用（資

料の散らばりと代表

値）「桑名市と熊野市

の気温を比べてみよ

う」「資料から特徴を

見つけてみよう（読書

習慣）」「資料の特徴

を考えよう（図書室）」 

１年 ７章 資料の散

らばりと代表値 

１年 ７章 資料の活

用 

１年 第７章 資料の

整理とその活用 

数学Ｂ ５（３） 

記名のある落とし

物を１個１点、な

い落とし物を１個２

点として集計する

とき、表彰する学

級の決め方として

正しい記述を選ぶ 

振り返って立てら

れた構想に沿っ

て、事象を数学的

に表現し、その意

味を解釈すること

ができる 

１ 

値の求め方の立式はできているが、値の評価を

誤っている生徒には、落し物を減らすことを目的

として数値化をしていることを理解させる必要が

ある。 
  

１年 資料の活用（資

料の散らばりと代表

値）「桑名市と熊野市

の気温を比べてみよ

う」「資料から特徴を

見つけてみよう（読書

習慣）」「資料の特徴

を考えよう（図書室）」 

２年 １章 式の計算 ２年 １章 式の計算 
２年 第１章 式の計

算 
３ 問題文に書かれてある条件やきまりを誤っている

生徒には、問題文を正確に読み数学的に表現で

きるようにすることが求められる。 ４ 

数学Ｂ ６（１） 

中心角の大きさ x 

と半径の長さ y 

の間にある関係

について、正しい

記述を選ぶ 

与えられた式を基

に、事象における２

つの数量の関係が

比例であることを

判断できる 

２ 

y に反比例すると解答している生徒には、右辺が

分数で表されていることから、反比例と捉えるの

ではなく、x/３０を１/３０×x という形の式に変形

し、定数として読み取るなどの指導が大切であ

る。 

平成 26 年度 11 月 

中２大問２（３） 
  ２年 ３章 １次関数 ２年 ３章 一次関数 

２年 第３章 １次関

数 ３ 

y は x に比例しないが、一次関数であると解答し

ている生徒には、比例とは何か、一次関数とは何

かについての正確な知識の定着とともに、比例と

一次関数の違いを理解することが必要となる。 

４ 

比例、反比例、一次関数のいずれでもないと解

答した生徒には、表から式をつくる活動にとどま

らず、式の形から関数関係を読み取るなどの指

導が大切である。 
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教科 
設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

誤答 

類型 
 学力向上に向けて 

関連するスタディ・ 

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元

（東京書籍） 

関連する教科書単元

（啓林館） 

関連する教科書単元

（数研出版） 

数学Ｂ ６（２） 

底面になる円の半

径の長さが８ｃｍ 

のとき、表や式か

ら、側面になるお

うぎ形の中心角の

大きさを求める方

法を説明する 

与えられた表や式

を用いて、問題を

解決する方法を数

学的に説明するこ

とができる 

３ 

アを選択し、表の数値の変化や対応について

は書けているが、y の値が８のときの x の値を求

めることが記述できていない生徒には、問題解

決の方法に焦点を当て、何をどのように用いれ

ばよいかを明らかにできるように指導すること

が大切である。 

    ２年 ３章 １次関数 ２年 ３章 一次関数 
２年 第３章 １次関

数 

４ 

アを選択し、いずれの条件にも触れずに解答し

ている生徒には、問題解決の方法に焦点を当

て、何をどのように用いればよいかを明らかに

し、「用いるもの」とその「用い方」について説明

することができるように指導することが大切であ

る。 

７ 

イを選択し、式に値を代入することは書けてい

るが、式に y＝８ を代入することが記述できて

いない生徒には、問題解決の方法に焦点を当

て、何をどのように用いればよいかを明らかに

し、「用いるもの」とその「用い方」について説明

することができるように指導することが大切であ

る。 

８ 

イを選択し、いずれの条件にも触れずに解答し

ている生徒には、問題解決の方法に焦点を当

て、何をどのように用いればよいかを明らかに

し、「用いるもの」とその「用い方」について説明

することができるように指導することが大切であ

る。 
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教科 
設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

誤答 

類型 
 学力向上に向けて 

関連するスタディ・

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元

（啓林館） 

関連する教科書単元

（学校図書） 

関連する教科書単元

（東京書籍） 

理科 
１（１）化

学式 

塩化ナトリウムの

化学式を選ぶ 

塩化ナトリウムを

化学式で表すこと

ができる 

２ 

化学式の表し方が理解できていない、原子の記号
は最初の文字を大文字で書くという知識が身に付

いていないなどといった課題があると考えられる。 
指導に当たっては、化合物の組成について原子
のモデルを用いて表し、それを化学式で書き表す

学習場面を設定することが考えられる。また、第３ 
学年でイオンについて学習する際に、化学式は陽
イオンにあたる原子を先に、陰イオンにあたる原

子を後に表していることを、既習の物質の化学式
を例にして確かめる学習場面を設定することが考
えられる。 

 
  

２年 化学変化と原

子・分子 

１章 物質の成り立

ち 

２年 Ａ－３ 化学変

化と原子・分子 

第１章 物質のなり

たちと化学変化 

２年 １.化学変化と

原子・分子 

１章 物質のなり立ち 

３ 

４ 

理科 
１（１）濃

度 

濃度５％の塩化

ナトリウム水溶液

100ｇをつくるため

に必要な塩化ナト

リウムと水の質量

を求める 

特定の質量パーセ

ント濃度の水溶液

の溶質と水のそれ

ぞれの質量を求め

ることができる 

２ 

５％の水溶液 100ｇの溶質の質量を正しく求めるこ
とはできるが、溶解度が水 100ｇに溶ける物質の
質量であることと混同して、質量パーセント濃度に

ついても水溶液の質量ではなく、水の質量に対す
る溶質の質量の割合と誤って捉えていることなど
が考えられる。 

指導に当たっては、水溶液の濃度を調製する際、
溶液の濃度が溶液の質量に対する溶質の質量の
割合で表せることを実感できるような学習場面を

設定することが考えられる。 

平成２７年度 

中２大問４（２） 
  

１年 身のまわりの

物質 

２章 水溶液の性質 

１年 Ａ－１ 身のま

わりの物質 

第３章 水溶液の性

質 

１年 ２.身のまわりの

物質 

３章 水溶液の性質 

３ 

４ 
100ｇの５％が表す量について、おおよその大きさ

を捉えずに求めようとしたため、誤った計算を行っ
たものと考えられる。 
指導に当たって、例えば、実際に特定の質量パー

セント濃度の水溶液をつくる学習場面を設定し、設
問（１）のように質量パーセント濃度と溶液の質量
から溶質と溶媒の質量を計算によって求めること

が考えられる。その際、溶質と溶媒の割合の関係
を視覚的に捉えることができるようにするために、
小学校の算数科の学習で使われている線分図

（テープ図）を利用することが考えられる。 

５ 

６ 

７ 

８ 

質量の保存に関する理解が十分でなく、水溶液の
質量が水の質量と等しいと捉えていると考えられ

る。また、100ｇの５％が表す量についても、十分理
解できていないと考えられる。 
指導に当たって、例えば、実際に特定の質量パー

セント濃度の水溶液をつくる学習場面を設定し、設
問（１）のように質量パーセント濃度と溶液の質量
から溶質と溶媒の質量を計算によって求めること

が考えられる。その際、溶質と溶媒の割合の関係
を視覚的に捉えることができるようにするために、
小学校の算数科の学習で使われている線分図

（テープ図）を利用することが考えられる。 
また、身近なものとしてしょうゆや即席みそ汁など
の食品を取り上げ、実際にそれに含まれる食塩の

質量パーセント濃度を求める学習場面を設定する
ことも考えられる。 
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教科 
設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

誤答 

類型 
 学力向上に向けて 

関連するスタディ・

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元

（啓林館） 

関連する教科書単元

（学校図書） 

関連する教科書単元

（東京書籍） 

理科 １（２） 

同じ量の水に同じ

量の炭酸水素ナト

リウムと硫酸ナト

リウムをそれぞれ

加えたとき、どちら

が炭酸水素ナトリ

ウムであるかを選

ぶ 

実験の結果を分析

して解釈し、炭酸

水素ナトリウムを

溶かした方の試験

管を指摘すること

ができる 

２ 

溶解度についての知識は身に付けているが、溶け

残った物質を比較した図から、どちらが溶け残り

が大きいかを捉えることができていないと考えられ

る。 

科学的な思考力や表現力などを育成する上で、観

察・実験の結果を分析して解釈できるようにするこ

とが大切である。 

 

 １年 粒子（物質の

すがた）「質量パーセ

ント濃度を求めよう」 

１年 身のまわりの

物質 

３章 水溶液の性質 

１年 Ａ－１ 身のま

わりの物質 

第３章 水溶液の性

質 

１年 ２.身のまわりの

物質 

３章 水溶液の性質 
３ 

溶解度が大きい物質が多く溶け残ると誤って捉え

るだけでなく、溶け残った物質を比較した図から、

どちらが溶け残りが大きいかを捉えることができて

いないと考えられる。 

指導に当たっては、溶解度に関する観察・実験の

結果を基に、溶け残りの質量を溶解度の大きさと

比較したり関係付けたりする視点をもって、分析し

て解釈する学習場面を設定することができる。そ

の際、二つの物質の溶け残りの質量や溶解度の

大きさを視覚的に捉えるために、図を用いて比較

することが大切である。 

４ 

溶解度の大きい方が多く溶け残ると誤って捉えて

いると考えられる。 

指導に当たっては、溶解度に関する観察・実験の

結果を基に、溶け残りの質量を溶解度の大きさと

比較したり関係付けたりする視点をもって、分析し

て解釈する学習場面を設定することができる。 
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教科 
設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

誤答 

類型 
 学力向上に向けて 

関連するスタディ・

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元

（啓林館） 

関連する教科書単元

（学校図書） 

関連する教科書単元

（東京書籍） 

理科 １（３） 

水上置換法では

二酸化炭素の体

積を正確に量れな

い理由を説明する 

二酸化炭素の体積

を量る場面におい

て、水上置換法で

は正確に量れない

理由を説明するこ

とができる 

３ 
発生する二酸化炭素の体積を量る方法について

話し合っている場面において、二酸化炭素が水に

溶けるという特性と水上置換による捕集法の知識

を活用することに課題があると考えられる。 

気体の特性に応じた捕集法があることを理解する

ことが大切であり、指導に当たっては、気体を発生

させてその性質を調べる実験を行う際には．実際

にそれぞれの捕集法で実験を行い、集まった気体

の量を比較して、気体の特性と捕集法を関係付け

て捉える学習場面を設定することが考えられる。

気体の特性と水上置換法を関係付ける際には、

捕集する気体を視覚的に捉えやすいが、水に非

常によく溶ける気体の捕集には適していないこと

や、二酸化炭素のように水に少し溶ける気体は捕

集できるが、発生した気体を全て捕集できるわけ

ではないことに触れることが考えられる。 

なお、水上置換法でアンモニアを捕集することを

試す場合には、演示実験を行ったり、あらかじめ

撮影した映像を視聴したりするなど、安全に留意し

て行うことが必要である。 

 
  

１年 身のまわりの

物質 

２章 いろいろな気体

とその性質 

１年 Ａ－１ 身のま

わりの物質 

第２章 気体の性質 

１年 ２.身のまわりの

物質 

２章 気体の性質 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

理科 １（４） 

炭酸水素ナトリウ

ムを加熱したとき

の質量の変化の

グラフから、温度

と化学変化の記

述として適切なも

のを選ぶ 

グラフを分析して

解釈し、化学変化

について正しく読

み取ることができ

る 

１ 

炭酸水素ナトリウムの熱分解で二酸化炭素が発

生するという知識を活用して、発生した二酸化炭

素が空気中に放出された分だけアルミカップ内の

物質の質量が減少することをグラフから分析して

解釈することができていないと考えられる。 

単にグラフの縦軸・横軸から数値を読み取るだけ

ではなく、複数のグラフを比較し、グラフの特徴を

見いだしたり、グラフを分析して解釈したりする指

導が大切である。その際、例えば化学変化が起き

ないときのグラフの形状について考えさせるなど、

様々角度から解釈させることが大切である。 

 
  

２年 化学変化と原

子・分子 

１章 物質の成り立

ち 

３章 化学変化と物

質の質量の規則性 

２年 Ａ－３ 化学変

化と原子・分子 

第１章 物質のなり

たちと化学変化 

第２章 いろいろな化

学変化 

２年 １.化学変化と

原子・分子 

１章 物質のなり立ち 

４章 化学変化と物

質の質量 

２ 

４ 
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教科 
設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

誤答 

類型 
 学力向上に向けて 

関連するスタディ・

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元

（啓林館） 

関連する教科書単元

（学校図書） 

関連する教科書単元

（東京書籍） 

理科 １（５） 

ベーキングパウダー

の原材料で、気体

の発生に関係して

いるのが、炭酸水素

ナトリウムであること

を特定するための

対照実験を選ぶ 

炭酸水素ナトリ

ウムが二酸化炭

素の発生に関係

することを特定

する対照実験を

計画することが

できる 

１ 

炭酸水素ナトリウムが二酸化炭素の発生に関係し
ていることを特定するための対照実験を計画する
ことに課題があると考えられる。 
指導に当たっては、例えば、設問（５）のように、間
題を見いだし、「ペーキングパウダーを水に溶かし
たとき、二酸化炭素が発生するのは炭酸水素ナト
リウムが関係しているのだろうか」という課題づくり
を行い、その課題を解決するために考えられる条
件の中から対照となる条件に気付かせ、予想を検
証する観察・実験の計画を立てる学習場面を設定
することが考えられる。 

 

２年 粒子（物質の成

り立ち）「炭酸ナトリウ

ムの分解について考

えよう（発展）」 

２年 化学変化と原

子・分子 

１章 物質の成り立

ち 

２年 Ａ－３ 化学変

化と原子・分子 

第１章 物質のなり

たちと化学変化 

２年 １.化学変化と

原子・分子 

１章 物質のなり立ち 

２ 

３ 

理科 １（６） 

他者の考えを検討し

て改善し、炭酸水素

ナトリウムとクエン

酸の混合物を加熱

したときの化学変化

の説明として最も適

切なものを選ぶ 

他者の考えを検

討して改善し、混

合物を加熱した

ときの化学変化

を説明すること

ができる 

１ 

熱による分解の知識を活用して、他者の考えを検
討して改善し、炭酸水素ナトリウムとクエン酸の混
合物を加熱したときの化学変化を説明することに
課題があると考えられる。 
熱による分解の知識を活用して、グラフや他者の
考えを検討して改善し、化学変化を説明する学習
場面を設定することが必要である。例えば、協働
的な学習を行って、教え合いや意見交換を充実
し、一人では気付かなかった考えを深めたり広め
たりすることができるよう、グループで各自の考え
を説明する時間を確保したり、グループにまとめて
共有したりする指導が大切である。 

 
  

２年 化学変化と原

子・分子 

１章 物質の成り立

ち 

３章 化学変化と物

質の質量の規則性 

２年 Ａ－３ 化学変

化と原子・分子 

第１章 物質のなり

たちと化学変化 

第２章 いろいろな化

学変化 

２年 １.化学変化と

原子・分子 

１章 物質のなり立ち 

４章 化学変化と物

質の質量 

２ 

４ 

理科 ２（１） 
天気図から風力を

読み取る 

天気の記号から

風力を読み取る

ことができる 

２ 

天気の記号の矢羽根の数のうち、短い部分の数
だけを数えて解答したと考えられる。 
指導に当たっては、例えば、継続的な気象観側を
行った上で、風が強いなどの特徴の見られた天気
図を用いて風向、風カを読み取るなど、観測の体
験と天気図を関連付け、実感を伴った理解によっ
て、天気の記号から風向、風カを読み取るための
基礎的・基本的な知識を身に付けることが大切で
ある。 

  
 

２年 地球の大気と

天気の変化 

２章 大気の動きと

天気の変化 

２年 Ｂ－４ 天気と

その変化 

第２章 天気の変化 

２年 ４.天気とその

変化 

１章 気象の観測 

理科 ２（２） 

天気図から風向を

読み取り、その風向

を示している風向計

を選ぶ 

天気の記号から

風向を読み取

り、風向計を使っ

て風向を観測す

ることができる 

２ 

天気の記号から、南西の風と読み取れているが、
風向計の矢羽根が示す向きが、風向を示している
という観測の技能を習得できていないと考えられる。 
風向計など器具の使い方と関連させて、知識・技
能を指導することが大切である。風向計を自作す
るなどして、観測器具の原理や仕組みの理解を図
る気象観測を通して、観測方法や記録の仕方を身
に付けるとともに、その観測記録などに基づいて、
気温、湿度、気圧、風向などの変化と天気との関
係を指導することが大切である。 

    

２年 地球の大気と

天気の変化 

２章 大気の動きと

天気の変化 

２年 Ｂ－４ 天気と

その変化 

第２章 天気の変化 

２年 ４.天気とその

変化 

１章 気象の観測 

３ 

天気の記号から、南西の風と読み取れていないと
考えられる。 
気象観測に関わる用語や記号について正確な理
解を指導することが重要である。あわせて、風向
計など器具の使い方と関連させて、知識・技能を
指導することが大切である。気象観測を通して、観
測方法や記録の仕方を身に付けるとともに、その
観測記録などに基づいて、気温、湿度、気圧、風
向などの変化と天気との関係を指導することが大
切である。 

４ 
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教科 
設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

誤答 

類型 
 学力向上に向けて 

関連するスタディ・

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元

（啓林館） 

関連する教科書単元

（学校図書） 

関連する教科書単元

（東京書籍） 

理科 ２（３） 

湿った空気が斜面

に沿って上昇してで

きる雲について、そ

の成因を説明した

他者の考えを検討し

て、誤っているところ

を改善する 

他者の考察を検

討して改善し、水

の状態変化と関

連付けて雲の成

因を正しく説明す

ることができる 

４ 

雲が水滴(氷の粒)であると認識できていない、あ
るいは、水の状態変化の概念が習得できていない

ことが考えられる。 
指導に当たっては、例えば、設問（３）のように、天
気図や地形の断面図、気温や湿度などの複数の

資料を使って、島の上空だけに雲ができる理由を
多面的・総合的に考察する学習場面が考えられ
る。その際、状態変化の概念も大切となるので、

水、水蒸気、状態変化、大気圧など関連する知識
を整理しておくことが大切である。 

  

２年 地球(天気の変

化) 「雲はどのように

できて、消えるのか」  

２年 地球の大気と

天気の変化 

１章 空気中の水の

変化 

 

２年 Ｂ－４ 天気と

その変化 

第１章 大気をめぐる

水 

２年 ４.天気とその

変化 

４章 雲のでき方と水

蒸気 

５ 

雲の成因に関する知識を活用して、資料を基に他

者の考察を検討して改善し、水の状態変化と関連
付けて雲の成因を正しく説明することに課題があ
ると考えられる。 

解答類型４の場合と同様に、複数の情報から、多
面的、総合的に思考できるようにするため、天気
図や地形の断面図、気温や湿度などの複数の資

料を使って、現象の理由を検討して改善するなど
の指導が大切である。その際、状態変化の概念が
形成できていない生徒がいると考えられるので、

水の状態変化や大気圧など関連する知識を整理
しておくことが大切である。 

６ 

７ 

８ 

理科 ２（４） 

上空を飛行中の飛

行機内での菓子袋

の膨らみを検証する

実験について、空気

を抜く操作に対応す

る飛行機の状況を

推論する 

気圧の変化で菓

子袋が膨らむこ

とについてモデ

ルを使った実験

を計画すること

ができる 

１ 

モデルを使った実験で空気を徐々に抜いて気圧を
変化させる操作が、上昇中の飛行機の状祝と対応
していると認識することに課題があると考えられる。 

自然の事物・現象とモデルの対応を認識できるよ
うにすることは、自然の事物・現象についての原理
や法則を理解する上で大切である。再現したり実

験することが困難な現象を扱ったりする際には、モ
デルを使った実験を行うことが大切である。その
際、実験の方法や道具などが自然の事物・現象の

何と対応しているのかを明らかにして実験を行うこ
とが大切である。 

  

２年 地球(天気の変

化) 「雲はどのように

できて、消えるのか」  

１年 光・音・力によ

る現象 

３章 力による現象 

２年 地球の大気と

天気の変化 

１章 空気中の水の

変化 

 

１年 Ａ－２ 身のま

わりの現象 

第３章 力のはたら

き 

２年 Ｂ－４ 天気と

その変化 

第１章 大気をめぐる

水 

 

１年 ３.身のまわりの

現象 

３章 いろいろな力の

世界 

２年 ４.天気とその

変化 

４章 雲のでき方と水

蒸気 

３ 

４ 

理科 ３（１） 

１３時から１６時の

四つの気象観測の

記録から、最も高い

湿度を選ぶ 

露点を測定する

場面において、

最も高い湿度の

時刻を指摘する

ことができる 

１ 

露点を測定する場面において、気温による飽和水

蒸気量の変化が、湿度の変化に関わりがあるとい
う知識を活用して、最も高い湿度の時刻を指摘す
ることに課題があると考えられる。 

例えば、設問（１）のように、気温と露点の記録か
ら、気温による飽和水蒸気量の変化と露点を関連
付けて捉え、おおよその湿度を推定する指導が大

切である。なお、気象要素の変化と相互の関連を
推定するには、気温と１㎥の空気に含まれる水蒸
気の質量の関係を表した資料と、湿度や凝結の知

識を関連付けて視覚的に捉えることができるよう
なデジタルコンテンツを視聴する学習場面を設定
することが考えられる。また、日常生活における湿

度や露点に関する自然の事物・現象について考え
る場面を設定することが考えられる。 

    

２年 地球の大気と

天気の変化 

１章 空気中の水の

変化 

２章 大気の動きと

天気の変化 

２年 Ｂ－４ 天気と

その変化 

第１章 大気をめぐる

水 

第２章 天気の変化 

２年 ４.天気とその

変化 

１章 気象の観測 

２章 前線とまわりの

天気の変化 

４章 雲のでき方と水

蒸気 

２ 

３ 
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教科 
設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

誤答 

類型 
 学力向上に向けて 

関連するスタディ・

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元

（啓林館） 

関連する教科書単元

（学校図書） 

関連する教科書単元

（東京書籍） 

理科 ３（２） 

上空と地上の気温

差による降水量の

違いを調べる装置と

して適切なものを選

ぶ 

一定の時間に多

くの雨が降る原

因を探る実験を

計画することが

できる 

２ 

変える条件と変えない条件の制御ができておら
ず、対照実験が計画できていないと考えられる。
自然現象を、変化することと、その原因として考え
られる要因の関係として捉える指導が大切であ
る。その際、変化する原因として考えられる要因を
全て挙げ、挙げた要因の妥当性を検討し、変える
条件と変えない条件を制御して予想を確かめる実
験を通じて指導することが大切である。 

    

２年 地球の大気と

天気の変化 

１章 空気中の水の

変化 

２章 大気の動きと

天気の変化 

２年 Ｂ－４ 天気と

その変化 

第１章 大気をめぐる

水 

第２章 天気の変化 

２年 ４.天気とその

変化 

１章 気象の観測 

２章 前線とまわりの

天気の変化 

４章 雲のでき方と水

蒸気 

３ 

４ 

「地上の空気の水蒸気量」による違いを調べるた
めの実験は計画できているが、「上空と地上の気
温差」による違いを調べるための実験を計画でき
ていないと考えられる。 
自然の事物・現象の共通点や相違点を見いだす
ような観察・実験で指導することが重要であり、そ
の際、自然現象を、変化することと、その原因として考
えられる要因の関係として捉える指導が大切である。 

理科 ４（１） 

実験の結果から、凸

レンズによる実像が

できるときの、像の

位置や大きさについ

て適切な説明を選

ぶ 

凸レンズによっ

てできる像を調

べる実験の結果

を分析して解釈

し、規則性を指

摘することができ

る 

１ 

凸レンズによってできる像を調べる実験の結果を分析
して解釈し、凸レンズとスクリーンの距離、像の大きさ
の規則性を見いだすことに課題があると考えられる。 
従属変数が複数ある実験の結果を分析して解釈
する際には、変化すること（従属変数）と、その原
因として考えられる要因（独立変数）を表にまと
め、規則性を見いだすことが大切である。 
指導に当たっては、複数の変数から、独立変数と
従属変数が１対１の対応に着目できるような表に
まとめ、規則性を見いだす学習場面を設定するこ
とが考えられる。また、表を作成する際には、独立
変数と従属変数を区別するための工夫が大切である。 

平成 26 年度２月 

中１大問１（２） 

平成２７年度 

中２大問３ 

 

 

  

１年 光・音・力によ

る現象 

１章 光による現象 

１年 Ａ－２ 身のま

わりの現象 

第１章 光の性質 

１年 ３.身のまわりの

現象 

１章 光の世界 

２ 

３ 

理科 ４（２） 

ヒトの「目のレンズと

網膜の距離はほぼ

変わらない」という

条件に合う方法を選

ぶ 

他者の考えた実

験の方法を検討

して改善し、適切

な方法を説明す

ることができる 

１ 

物体あるいはスクリーンのどちらか一方の位置だ
けを固定するだけでは、「目のレンズと網膜の距
離はほぼ変わらない」という条件を満たすことがで
きないことを理解できていないと考えられる。 
例えば、目のつくりを凸レンズの実験で表すには、
まず、目のレンズ、網膜、見る物体が、それぞれ凸
レンズ、スクリーン、物体のどれに対応するのかを
明らかにすることが大切である。また、目のレンズ
と網膜の距離にも着目するには、各部分の対応関
係だけでなく、凸レンズを用いた実験の全体像を
目のつくりとして捉えることも求められる。その上
で、目のつくりと凸レンズの実験を比較して、共通
点と相違点に着目することで、実験で表すために
必要となる条件を設定することができる。 

平成 26 年度２月 

中１大問１ 

平成２７年度 

中２大問３ 

 

  

１年 光・音・力によ

る現象 

１章 光による現象 

１年 Ａ－２ 身のま

わりの現象 

第１章 光の性質 

１年 ３.身のまわりの

現象 

１章 光の世界 

２ 

３ 

距離を一定にすることは認識できているものの、
凸レンズの実験において、目のレンズと網膜がそ
れぞれ何に対応するかを捉えていないと考えられる。 
自然の事物・現象に関する実験を計画するには、
要因を全て挙げ、挙げた要因の妥当性を検討し、
変える条件と変えない条件を制御して実験を計画
する指導が大切である。本設問のように、自然の
事物・現象を教材として提示し、条件を制御した実
験を通じた指導が大切である。 
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教科 
設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

誤答 

類型 
 学力向上に向けて 

関連するスタディ・

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元

（啓林館） 

関連する教科書単元

（学校図書） 

関連する教科書単元

（東京書籍） 

理科 ５（１） 

抵抗に加わる電圧

と流れる電流から、

抵抗の大きさを計算

して求める 

オームの法則を

使って、抵抗の

値を求めること

ができる 

２ 

オームの法則の概念が形成されているが、計算を
誤っていると考えられる。 

単に「オームの法則」の公式に数値を当てはめて
抵抗の値を計算して求めるだけではなく、電圧と
電流のグラフから、抵抗の値の違いを確認する学

習場面を設定することが考えられる。 

平成 26 年度２月 

中２大問１ 
  

２年 電流の性質と

その利用 

１章 電流の性質 

２年 Ａ－４ 電流と

そのはたらき 

第１章 電流と電圧 

２年 ３.電気の世界 

１章 電流の性質 

３ オームの法則の概念が形成されていないと考えら
れる。 

解答類型２の場合と同様に、単に「オームの法則」
の公式に数値を当てはめて抵抗の値を計算して
求めるだけではなく、電圧と電流のグラフから、抵

抗の値の違いを確認する学習場面を設定し、電圧
と電流の関係を見いだして、日常生活や社会と関
連させながら、電流の見方や考え方を養うことが

大切である。 

４ 

５ 

６ 

７ 

理科 ５（２） 

電磁石を動かさず、

スイッチを入れたり

切ったりすると、検

流計の針が振れる

理由を、「磁界」とい

う言葉を使って説明

する 

技術の仕組みを

示す場面におい

て、スイッチの入

り切りによる磁界

の変化を説明す

ることができる 

５ 

「磁界」という言葉を使わずに「電流」という言葉を

使って解答しており、問題文で与えられた条件を
正しく理解できていないと考えられる。 
問題文を読み、解答する際に求められる条件を読

み解く力を育むとともに、学習したことが関係する
科学技術について、科学的な概念を使用して考え
たり説明したりする指導が大切である。その際、各

実験方法と目的とを、科学技術と関連づけて指導
することが大切である。 

平成 26 年度２月 

中１大問１ 
  

２年 電流の性質と

その利用 

３章 電流と磁界 

２年 Ａ－４ 電流と

そのはたらき 

第２章 電流と磁界 

２年 ３.電気の世界 

２章 電流と磁界 

理科 ６（１） 

音の波形を比較し、

音の高さが高くなっ

た根拠として、正し

いものを選ぶ 

日常生活の場面

において、音の

高さが高くなった

といえる音の波

形の特徴を指摘

することができる 

２ 

音の高さの要因が振動数であることは理解してい
るが、振動数の読み取りを誤っているか、誤った
理解をしていると考えられる。 

例えば、スピーカーから出た音を、コンピュータを
用いて波形として表示し、音の大きさを一定にして
から音の高さと振動数の関係を見いださせ、その

後、振動数を一定にしてから、音の大小と振幅の
関係を見いださせる。このように音に関する基礎
的．基本的な知識を身に付けてから、身近なもの

を使った音に関する実験を行うことが考えられる。 

    

１年 光・音・力によ

る現象 

２章 音による現象 

１年 Ａ－２ 身のま

わりの現象 

第２章 音の性質 

１年 ３.身のまわりの

現象 

２章 音の世界 
３ 

音の高さの要因を振幅であると誤って捉えている
と考えられる。 
解答類型２の場合と同様に、音に関する基礎的．

基本的な知識を身に付けてから、身近なものを使
った音に関する実験を行うことが考えられる。ま
た、本問題のように、「容器に水を注ぎ続けたとき

に音の高さが変化する」という誰もが経験できる身
近な現象を取り上げることで問題意識をもち、理
科で学習した知識を活用する学習場面を設定する

ことも大切である。 

４ 
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教科 
設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

誤答 

類型 
 学力向上に向けて 

関連するスタディ・

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元

（啓林館） 

関連する教科書単元

（学校図書） 

関連する教科書単元

（東京書籍） 

理科 ６（２） 

音の高さは、空気の

部分の長さに関係し

ているという仮説が

正しい場合に得られ

る結果を予想して選

ぶ 

音の高さは、「空

気の部分の長

さ」に関係してい

ることを確かめる

実験を計画する

ことができる 

１ コップに水を注ぐときの音の高さを決める要因が、

「空気の部分の長さ」か、「水の部分の長さ」かを

確かめる実験を、結果を予想して計画することに

課題があると考えられる。 

指導に当たっては、例えば、 課題Ⅱ の【予想】の

ように、「音の高さ」が変化すること（従属変数）に

関係しているのは、「空気の部分の長さａ」か「水

の部分の長さｂ」かという二つの仮説を設定し、そ

れぞれの仮説を検証する実験を計画する学習場

面を設定し、仮説を検証する実験が計画できるよ

うにすることが大切である。 

    

１年 光・音・力によ

る現象 

２章 音による現象 

１年 Ａ－２ 身のま

わりの現象 

第２章 音の性質 

１年 ３.身のまわりの

現象 

２章 音の世界 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

理科 ７（１） 

消化酵素によって、

デンプンが最終的に

分解された物質の

名称を選ぶ 

デンプンが消化

酵素によって分

解されて、最終

的にできる物質

の名称を表すこ

とができる 

２ 

炭水化物、タンパク質、脂肪が消化によって、最終

的にどのような物質に変化するという知識を身に

付けていないと考えられる。 

指導に当たっては、例えば、消化酵素がデンプン

を分解する実験を行い、反応の前後の物質を指

示薬などを使って比較し、物質が変化したことを認

識することや、セロハンなどを使って、デンプンとプ

ドウ糖の大きさを比較する学習場面を設定し、生

命を維持する働きを理解させることが大切である。 

    

２年 動物のくらしや

なかまと生物の変遷 

２章 生命を維持す

るはたらき 

２年 Ｂ－３ 動物の

世界 

第２章 生命を維持

するしくみ 

２年 ２.動物の生活

と生物の変遷 

２章 動物のからだ

のつくりとはたらき 

３ 

４ 

理科 ７（２） 

キウイフルーツがゼ

ラチンや寒天を分解

する働きを説明した

記述として適切なも

のを選ぶ 

実験の結果を分

析して解釈し、キ

ウイフルーツは

ゼラチンを分解

することを指摘

することができる 

１ 
変化のあったものとなかったものについて、それぞ

れの条件の違いに着目することが大切である。思

考力や表現力などを育成する上で、観察・実験の

結果を分析して解釈できるようにすることは大切で

ある。観察・実験の条件に目を向けて、結果を分

析して解釈し、働きや規則性などを見いだす学習

場面を設定することが考えられる。 

    

２年 動物のくらしや

なかまと生物の変遷 

２章 生命を維持す

るはたらき 

２年 Ｂ－３ 動物の

世界 

第２章 生命を維持

するしくみ 

２年 ２.動物の生活

と生物の変遷 

２章 動物のからだ

のつくりとはたらき 

３ 

４ 

理科 ７（３） 

キウイフルーツの上

に置いたゼリーの崩

れ方に違いが見ら

れたという新たな疑

問から、適切な課題

を記述する 

見いだした問題

を基に、適切な

課題を設定する

ことができる 

３ 

課題を設定する表現にはなっているが、新たな疑

問のもととなったキウイの部分に触れずに解答し

ている。 

自然の事物・現象から見いだした問題を基に、適

切に課題づくりができるようにすることは大切であ

る。その際、見いだした問題をそのまま課題に当

てはめるのではなく、原因として考えられる要因を

全て挙げ、解決の見通しをもって課題を設定する

よう留意し指導することが大切である。 

    

２年 動物のくらしや

なかまと生物の変遷 

２章 生命を維持す

るはたらき 

２年 Ｂ－３ 動物の

世界 

第２章 生命を維持

するしくみ 

２年 ２.動物の生活

と生物の変遷 

２章 動物のからだ

のつくりとはたらき 
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教科 
設問 

番号 
設問の概要 出題の趣旨 

誤答 

類型 
 学力向上に向けて 

関連するスタディ・

チェック 
関連するワークシート 

関連する教科書単元

（啓林館） 

関連する教科書単元

（学校図書） 

関連する教科書単元

（東京書籍） 

理科 ８（１） 
背骨のある動物の

名称を答える 

背骨のある動物

を、セキツイ動物

と表すことができ

る 

２ 

背骨の有無を基準にして分類することは理解して

いるが、セキツイ動物や無セキツイ動物の名称に

ついての知識を身に付けていないと考えられる。 

動物の仲間の学習では、比較の視点を明確にし

て動物を分類できることを認識させ、それらを活用

する学習場面を設定することが大切である。   

２年 生命(動物の仲

間)「セキツイ動物の

分類について考えよ

う①」 

２年 生命(動物の仲

間)「セキツイ動物の

分類について考えよ

う②」 

２年 動物のくらしや

なかまと生物の変遷 

４章 動物のなかま

と生物の進化 

２年 Ｂ－３ 動物の

世界 

第４章 いろいろな動

物とその進化 

２年 ２.動物の生活

と生物の変遷 

３章 動物の分類 ３ 背骨のある動物の名称を答えることに課題があ

り、身近な動物の特徴を比較して分類したり、関連

付けたりして、基本的・基礎的な知識を身に付けら

れるような指導の充実が求められる。 

４ 

５ 

６ 

理科 ８（２） 

えらぶたの開閉回

数の平均値を求め

る理由として適切な

ものを選ぶ 

平均値を求める

場面において、

平均値を求める

理由を説明する

ことができる 

１ 

問題文にある「３匹の平均値を求める」ことの意味

が理解できていないと考えられる。 

設間（２）のように、飼育している数種類の魚の行

動や体の動きなどの規則性を見いだし、説明する

ような学習場面を設定することが考えられる。その

際、魚のえらぶたの開閉回数は水温が高くなると

増えるという規則性を見いだすために、個体差を

考慮して複数の個体を用意した実験を行い、平均

値を求めるなどのデータの処理をする理由を考え

させることが大切である。 
  

２年 生命(動物の仲

間)「セキツイ動物の

分類について考えよ

う①」 

２年 生命(動物の仲

間)「セキツイ動物の

分類について考えよ

う②」 

２年 動物のくらしや

なかまと生物の変遷 

２章 生命を維持す

るはたらき 

２年 Ｂ－３ 動物の

世界 

第２章 生命を維持

するしくみ 

２年 ２.動物の生活

と生物の変遷 

２章 動物のからだ

のつくりとはたらき 

２ 

問題文にある「水温の条件を変え、それ以外の条

件は同じにして」という条件が理解できていないと

考えられる。 

問題文を読み、解答する際に求められる条件を読

み解く力を育むとともに、生物の多様性や規則性

を発見できるようにするために、生徒自身が観察・

実験を何のために行うのか、観察・実験ではどの

ような結果が予想されるのかなど、見通しをもつ機

会をつくり．目的意織をもって観察・実験を行う学

習場面を設定することが大切である。 

３ 

理科 ８（３） 

課題に対して適切な

（課題に正対した）

考察になるよう修正

する 

他者の考察を検

討して改善し、課

題に対して適切

な（課題に正対し

た）考察を記述

することができる 

５ 

科学的な思考力や表現力を育成する上で、課題

に対して適切に考察（課題に正対した考察）できる

ようにすることは大切である。自分の考察を振り返

ったり、他者の考察を協働で検討して改善したりす

る学習場面を設定することが考えられる。その際、

「考察が設定した課題に正対しているかどうか」に

留意して指導することが大切である。 

    

２年 動物のくらしや

なかまと生物の変遷 

２章 生命を維持す

るはたらき 

２年 Ｂ－３ 動物の

世界 

第２章 生命を維持

するしくみ 

２年 ２.動物の生活

と生物の変遷 

２章 動物のからだ

のつくりとはたらき 

 




